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HALAL BS BAAR PAE 
日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 


会 報 


会 員 動 静 〔 新 入会 〕 香 本 久 業 株 式 会 社 仙台 出張 所 (仙台 市 東 一 番 丁 , 東 一 ビル ), 沼 
el (岡山 市 内 田 京町 95), 原田 一 雄 (東京 教育 大 学 地質 学 鉱 物 学 教室 , NIG (名 
古屋 市 西区 山田 町 比良 1918) 

[転勤 及び 転居 ]〕 佐藤 明 (東京 都 千代 田 区 大 手 町 2 の 2 (野村 ビル 内 ) 野村 鉱業 KK.K. 
技術 部 内 ) 

GEA) 米谷 利治 , BEM, 金子 弘二 

会 費 納 入 の 件 本 年 度 会 費 1,000 円 (但し , 大 学院 学生 を 除く 学生 会 員 は 本 年 度 に 限 
) 500 円 ) を 未納 の 方 は 本 会 (振替 仙台 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 昨 年度 以 前 の 
ABB HBBMSUL ELM, 特に 多額 に 漠 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 


雑 tx 


SHEORRMAE(CHT 石油 を 生成 し た と 考え られ る 堆積 物 の 下 に ある 火成岩 , 変成 
岩 か ら な る 古 期 岩 類 を 一 応 含 油層 の 基 上 毅 と 考え て 世界 各地 の 基盤 深度 を 推定 する と , テキ 
サス , ルイ ジア ナ の 海岸 地域 で は 花 賠 岩 ま で は 50,000 RCH SAM, 内 陸 倫 地 で は これ よ 
り る も る 減 く , 例え ば Red River Uplift (2,300’), Fort Stockton Uplift (4,500’), 
Eastern Platform (5,300’), Valverde Basin (26,300’), Oklahoma の Anadaiko 
Basin (22,000’) 等 で ある 。 ア パラ チマ 地 向 斜 で は 堆積 物 の 全 層 厚 は 55,000’ L425 
Mores, BARCEL rots Clik 13,331’ で あつ た 。 カ リフ オル = ニア で は ジニ エラ 系 
Oxtm ee RL ASL, RE 80,00’~40,000' に 誤り , 所 に より 変化 する 。 西部 
ATT CXABHBAO Athabaska sand AZAR LVCHEHIL, こ ゝ に 大 規模 な アス ファ アル ト 
を 含む 。 こ の 基盤 は 南方 Williston Basin で は 15,000’ 以下 に 沈降 する 。 ベ ネズ エラ で 
は 第 三 系 , ABREU CT 30,000’ 以上 の 堆積 物 が 基盤 上 に ある 。 アルゼ ンチ ン 西 北 
部 で は 古 生 層 中 を 14,737′ 迄 掘 つ た が 基盤 に 達し な い 。 フ ラン ス , 西独, オラ ンダ 等 で 
は ジュ ユラ 系 が 最 下 部 油層 を 含む と 考え られ て お り , Lacq 油田 (Aquitaine Basin) で は 
16,000^ で 人 稿 ジュ ラ 和 系 で ある が , Paris Basin で は 8,000’ 位 と 推定 され る 。 サ へ ハラ 
Hassi Mesaoud 油 田 は 12,600’ で 基盤 に 達し た と いわ れ , リ ビ マ ャ で る 同 程 度 と 考え られ 
Bo アラ ビ マ で は 深層 の 状況 は 明 で な い が サ ウッ ヂ ア ラビ マ の 最深 井 は 14,875′ (BR) 
クエ イト の それ は 13,853’ (ジュ ラ 系 ) と いわ れ , 岩塩 栓 の 中 か ら カ ンプ ブリ アン の 三 薬 下 
が 発見 され た の で ペル シマ 溶 地域 で の 項 深 度 は 可 成 り 深 い 。 西部 パキスタン で は 始 新 統 
迄 を 海 成層 と みて その 深 さ を 12,000’ と し て いる が , その 下 の 陸 成層 を 合せ る と 堆積 層 
DEAR 25,000’ と な る 。 イ ンド の アツ サム で は 導 新 統 の 油層 は 14,000’ に 達し , 百 
BER (VI VAP VB) EARS LAB E 50,000’ で あぁ る 。 ビ ル マ で は アツ サム と 
同様 の 地質 条件 が 義 え られ , イラ ク ヂ ぼ 河 三角 洲 で は 12,000’ で 谷中 新 統 に 止ま つた 。 然 
し な が ら 基 盤 か ら 下 に は 色々 な 例外 が あぁ つて 一 率 に 据 さ く を 中 止 す べき で は な い e8 例 えば 
ペ ベネズエラ で は 破砕 性 孔 際 を る もつ 花 韻 岩 中 か ら 出 油 し , 池 層 は 之 を お お う 堆 積 岩層 と 共通 
DIEM OOo 結晶 片 娠 に 到達 すれ ば , 掘 さ く を 中 正す る の が 普通 で ある が が, 部 分 的 に 
変質 し た 堆積 岩 の 下 に 未 変質 堆積 岩 が 出 て 来 た 場 合 が あり , 中 部 テキ ャ サス で は Ouachita 
Facies LIF A CEIRL TS. TUMY TY ¥ROD Hi BG % Montana, Idaho 及び 
British Columbia で は Beltian ROAKH, WH, 頁岩 より 成る 35,000’ に 達する 
厚 憎 が あり , Glacier National Park で は これ が 白 可 系 の 上 に 衝 上 し , この 衝 上 地 塊 の 
TOREBAM AIS RRL COS LBASLNSo Bhatt, ドー ム , BAK Burke ee 
色々 な 形 で 地下 に 伏 在 し , ZOROBASRHSMILBBWo BVI Y 7 FT 10,000’ 


(表紙 3 頁 に 続く ) 
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Zeolite in the Tertiary beds of Kabura-gawa and 
Usui-gawa districts, Gunma Prefecture (I) 


7A ig «= ke (Yosio Kizaki)* 


[= 


Abstract : Abundant zeolite occurs widely in the tuffs of the Tertiary 
beds of Kabura-gawa and Usui-gawa districts, Gunma Prefecture. The X- 
ray diffraction pattern of this zeolite is similar to those of heulandite and 
clinoptilolite, but the spacings of its diffraction lines are generally some- 
what larger than those of heulandite and close to those of clinoptilolite. 
It is noteworthy that this zeolite is more stable thermally than heulandite. 
Namely heated sample at 700°C shows distinct X-ray diffraction pattern 
nearly same to original sample. Mean refractive index is 1.484. Because 
of its fineness, this zeolite can not be identified chemically, but it may be 
emphasized from some properties above mentioned that this zeolite is very 
close to clinoptilolite. This mineral may have been formed by diagenetic 
alteration of volcanic glass in marine environment. 


Loe ye po me 


ERE CK ERG Dd BETS 沸 石 に つい て は BAMA BRO M 
が ある 。 最近 で は Deffeyes") 示 多 数 の 文献 を まとめ , ZX Coombs 42) は New Zealand 
及び その 他 の 地域 の 沸 石 の 産 状 を まとめ “zeolite facies” に つい て 論じ た 。 我 が 国 に お 
WC) BARES 6? に よ ょ っ て 横手 粘土 中 に プチ ロ ル 沸 石 系 の 沸 石 が 見 出 だ さ れ て 以来 , 
各地 の 火山 岩 な いし 央 砕 岩 起源 の 粘土 や 凝灰岩 中 に 種々 の 沸 石 が 見 出さ れ て きた 。 

筆者 も 群馬 県 沼田 市 産 の ベン トナ イト 質 粘 土 中 ょ り プ チロ ル 沸 石 系 の 沸 石 を , LEOR 
岩 の 北大 岩 中 より 交 沸 石 類似 の 沸 石 を 報告 し た 。 更に 筆者 が は 群馬 県 礁 水産 の ベ ペン トナ 
イト 中 に 沸 石 様 の 沸 石 が 含ま れる こと を 報告 し た 。 こ の 沸 石 は ベン トナ イト 中 の みな ら 
ず , その 原 岩 で あぁ る 第 三 紀 の 淫 灰 岩 中 に か な り 普 遍 的 に 含ま れ て いる こと を 明らか に し た 
の で , この 沸 石 の 産 状 及 び 各 種 の 性 質 を こ ゝ に 報告 する 。 


2. 地質 及び 産 状 
群馬 県 の 南西 より の 地域 の 鐘 川 及び 礁 水川 の 沿岸 地域 に は 海 成層 を 主 と す る 第 三 紀 層 


* 群馬 大 学 学芸 学部 
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BK DBR A @ ab 


BIKA So LOM=AMBAMIC OW CATER + NE”, 藤本 治 義 9), 渡部 景 


? bik dO, 又 磯 部 ・ 原 7 


地域 に つい て は 金原 均 二 の , BME”), zABAR 6 


ED, 更に 本 地域 の 最 西部 の 横川 地域 に つい て は 筆者 に より 研究 され た 。 


これ ら の 報告 に の べら れ 


部 より 説明 する 。 


神農 原 層 : 第 


岩 中 か ら 脈 状 を な す 方 3 


し て いる 第 三 紀 層 の 地質 の 概略 を 藤本 , 渡部 ら の 層 序 に 従 つて 下 


三 紀 層 分 布地 域 の 南部 に 分 布 し 第 三 紀 層 の 最 下 部 に あたる 。 EL UCR 
BRUDED 570, BREESE EV. RL LESRT ERO MBOR EO em AD 


Bf 石 が 産出 する 。 こ の 方 沸 石 に つい て は 別 の 機会 に 報告 する 。 


井戸 沢 層 : 神農 原 層 を 整合 的 に お ゝ * い , その 北側 に 分 布 す る 。 砂岩 及び 泥岩 を 主 と し , 
FORCE 7 LR EE USE LIZ Lo 井戸 沢 層 の 最 西部 の 下仁田 町 


上 鎌田 附近 の 凝 灰 質 泥岩 中 か ら 方 3 


Bo 
福島 層 : 


泥岩 より な り 最 上 部 及び 最 下 部 に 凝灰岩 


石 が 産 H 


する 。 こ の 方 沸 石 に つい て も る あらためて 報告 


井戸 沢 悦 の 上 部 に 整合 的 に 重なり , その 北側 に 分 布 す る 。 ELL CHREAD 
較 を 各 一 層 は さむ は ほか ATORKEO 薄 層 を は 


さん で いる 。 これ ら の 凝灰岩 層 は 比較 的 連続 性 に 逐 し い 。 


GH : 


CBRECEAMIKD AR AZDRERBRUEBOLEC, 福島 層 の 北側 に 分 布 


する 。 吉井 層 中 に は 数 m 邊 な いし 十 数 mm の 凝灰岩 層 が 迷 層 は さき まれ, 特に 吉井 層 の 中 部 に は 


3~ 4 ORICA 
て 連続 性 に 宮 む 。 こ の は ほか に 凝灰岩 の 薄 


SIM 地質 柱状 図 


黒 太線 : 凝灰岩 ) 


X 線 邊 
折 試料 


POHL OX ENS. これ ら の 凝灰岩 層 は 地層 中 の 凝 基 岩 に 比 し 
層 が か な り 多 数 は さま れ て いる 。 


吉井 層 は 西部 に 向う に 従 つ て 下部 と 中 部 の 
間 に 凝 実質 砂岩 が 発達 する よう に な り , B 
部 ・ 原 市 地域 で は 石和 田 ) に よっ つて 吉井 層 
が 下部 より 磁 部 所 層 , BSS. 及び 原 
市 泥岩 層 に 区 分 され て いる 。 更に 西 の 横川 附 
近 で は 砂岩 層 の 上 位 に や ゝ 厚い 凝灰岩 の 累 層 
が 発達 し , 筆者 の いう 3 横川 砂 質 泥岩 層 , 滝 名 
田 砂岩 層 , 原 散 其 岩 層 及 び 中 本 泥岩 層 に 区 分 
で きる 。 WMI CREB Ris EN 
ARIK ES RRBIT EL TR > 多い 。 

板 鼻 層 : 吉井 層 を 整合 的 に お ゝ う 3 砂岩 及 
URED REC, 吉井 層 の 北側 に 分 布 す る 。 
本 層 上 部 に 2~3 枚 の 凝灰岩 層 の 1 ROPE 
層 が は さま れる 。 和 谷 板 鼻 層 の 上 部 に は 安山岩 
Aikike, WMRKARE RUAMEO AEE 
DASDKWESOS. SHIRA OMS 
と の 関係 に つい て 従来 と を や ゝ 異な る 意見 を も 
つて いる が , RGB LHADEH - REO 
係 が な い の で , 秋 間 層 や その 下位 層 と の 関係 
に つい て は ここ で は 省略 する 。 


in) 
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Zu 
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以上 の 各層 は 東西 な いし 東南 東 一 西北 西 の 走 向 と 東北 又は 北 へ 30° 由 外 の 傾斜 の 比較 


BYR 2 NRE EARS OS, MELE FONE FAIA 
図 に 以上 の 層 序 の 柱状 図 を 模式 的 に 示し た 。 fT X PRET ICA 


上 図示 ee 


が は さま れ て いる が , 井戸 沢 層 , 福 


\ め られ る 。 第 1 
いた 凝 区 岩 試料 の 賠 準 も 第 


柱状 図 に 示し た よう に 最 下 位 の 神農 原 層 を 除け ば , いづ れ の 層 に る も 凝灰岩 
BS RUSHELOD 4 OWA CERRO LABER 


Lis ORER KG CHSOICHL, 板 鼻 層 中 の も の は 安山岩 質 で ある 。 


柱状 図 に 示し た 北大 岩 は 一 般 に は 数 な いし 十 数 m の 厚 さ を 示す が ), 


縮 す る 。 こ の ほか に 厚 さ 数 mm な いし 数 
cm ORKARAr 7 ) SMX En, 
吉井 層 で 特に 多い 。 こ れ ら は 柱状 図 に 
示さ な か つた 。 吉井 層 と 板 鼻 層 中 の 北 
灰 岩 は 一 般 に 連続 性 に 宮 む が , その 他 
の も の は 連続 性 に 逐 し い 。 RRBLS 
の 下位 に くる 堆積 岩 と の 境 は 一 般 に 平 
坦 か つ 朋 ら か な る もの が 多く , BEE 
くる 堆積 岩 と は 少 移 する も の が 多い 。 
この よう な 場合 に は 凝 克 岩 は 下部 ほど 
灯 尊 で 上 部 に 次 第 に 細 灯 となり, 時 に 
工 理 を 示す 。 

酸性 の 凝灰岩 は 一 般 に 白色 な いし 灰 
白色 の 統 密 な 岩 質 を 示す が , 部 分 的 に 
は か な り 鞭 石 質 に な る 。 こ れ ら の 凝 灰 
岩 は 一 見 余り 変質 し て いな いよ うに 見 
える が , 大 部 分 の も の は 沸 石 が 形成 さ 
れ て いる 。 粘土 化 は 微 器 で あぁ る 。 た ゞ 
本 地域 の 西部 の 磯部 , 松井 田 及び 横川 
地域 で は 凝灰岩 の 粘土 化 が 比較 的 著 し 
く , その 一 部 は ペン トナ イト 銘 床 と な 
Do 人 稿 ベン トナ イト 中 に る も 沸 石 が が 含ま 
NSM, その ほか に 皇 と し て クリ スト 
バル 石 及び 沸 石 より な る 5 ~10cm の 
江 質 団塊 が ベン トナ イト 中 に 多数 形成 
され て いる 。 板 鼻 層 中 の 安山岩 質 江 灰 
BLK LRKEAOK 7 a 
で , 多少 モン モリ ロン 石 が 形成 され て 
いる が が , . 沸 石 は 全く 含ま れ て いな いよ 
う で ある 。 


3. 沸 石 の X 線 的 性 質 
板 鼻 層 の 安山岩 質 北 灰 岩 を 除い て ;, 


財部 的 に は か な り 膨 
第 2 図 HEKBOMARA Tw 


en oe 
vier 2041 


tiger e SA 
a 


ff 
10 20 30 40° 


A : ANY bT4 }RRPORAM, 
B: 松井 田町 百 石 附近 (吉井 層 中 部 ), 
C: 安 中 市 磯部 附近 (吉井 層 下 部 ), D: 
PBS AME (吉井 層 中 部 ), Es 吉 
井町 岩木 附近 (吉井 層 中 部 )) F : 藤岡 市 
金井 附近 (FHT), G : 富岡 市 田島 
附近 (井戸 沢 層 下 部 ), Ho: 吉井 町 下 塩 
附近 (福島 層 下 部 ) 


124 BD RR AS ws 


gBl#x Hk a Oo DH 


A B 2 D 
d(A) I d(A) I d(A) I d(A) I 
16.1 16 
9.31 12; 9.03 5 9.21 v7 9.12 12 
8.12 2 8.12 1 8.12 z 8.04 3 
6.92 1 6.92 2 6.86 De 
6.07 1 6.07 1 6.03 1 
5.68 1 
5.31 5.31 2. 5. 81 2 
5.22 2 5.22 1 5.22 2 5.19 3 
4.72 2 4TH 2 4.70 2 
4.51 4 
4.37 3 4.35 1 4.40 1 
| 4.29 2 4.29 1 
4.13 14 4.10 9 4.10 の 
4.02 4 4.02 3 4.00 9 4.00 16 
335855) 1 3.95 2 3.93 6 
3.77 1 3.80 3 3.75 1lbr 
3.58 1 3.59 2 3.58 1 
3.45 2 3.45 4 3.44 5 
3.36 2 3.35 5 3.36 4 
3.20 2 3.20 2 3.21 5 3.19 3 
3.14 1 3.14 1 3.13 2 
3.10 1 3.10 1 3.10 4 
3.01 5 3.01 6 3.00 8 
2.83 3 253i 3 acess 4 
2.76 ve 2275 2 275 2 
A il 2.69 1br 
2.61 ) 
2.53 3br Zeb 2 2.553 1br 2.54 1br 
2.46 2br 2.46 1br 2.46 lbr 


M: モン モリ ロン 石 , 選 : Wa, 


EDO ID & BDV DO JRL OV THAR BET L, 大 部 分 の 試料 は 強度 の 差 は 
あぁ る が 沸 石 の 箇 折 ピー タク を 示す 。 そ れ ら の 中 か ら 地 域 及 び 層 準 を 考慮 し て 8 試料 を 選び , 
LO WAE AMER MSH 2 図 に 示す 。A は ベン トナ イト 中 の 洗 質 団塊 , B,C, D, ERY 
『 は 吉井 層 中 の 凝灰岩 , G は 井戸 沢 層 中 の 凝灰岩 , 更に 耳 は 福島 層 中 の 凝灰岩 で ある 。 俗 
これ ら の 試料 の 産出 層 準 は 第 1 図 に 示し た 通り で ある 。 廻 折 ビ ピー ク の 面 間隔 及び 強度 は 第 
1 表 の と お り で ある 。 い づれ の 試料 も 明 瞳 に 沸 石 の ピーク EARL, その 他 に 石英 。 ク リス 
トバ ル 石 及び モン モリ ロン 石 等 の 廻 折 ビ ピーク が 認め られ る 。 各 産 地 及 び BORK 
OXPMAP MS LRT S&L, 沸 石 の 廻 折 ビ ピー ク の 最も 著しい の は 本 地域 の 中 央 部 の 吉井 層 
PORK BREN Y FA PROMS, 吉井 層 中 の 凝 岩 も 本 地域 の 東部 及び 西部 の る 
の で は 沸 石 の 廻 折 ビ ピー ク が 弱く な る 傾向 を 示す 。 

沸 石 の 廻 折 ピ ー ク が 著しい 試料 と し て ペン トナ ィ イト 中 の 李 損 団塊 及び 岩木 産 白 色 澤 灰 
岩 に つい て , その 中 の 沸 石 の 面 間隔 を 精密 に 決定 する た め 1°/min OH AK CX ST 
EMR. MiAMe #4 MO A- 1 及び EE-1 に 示し , 廻 折 ビ ピー ク の 面 間隔 及び 強度 を 第 
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A XS R OH 線 
oo Se ie ae lea RN i Mee 


E F es H 
: Shi 
d(A) I d(A) i d(A) I d(A) I 
16.4 toe) 10 4br | 16.7 3br | M 
9.21 9 9.21 5 9.21 5 O24 3 ze 
aul 8.12 2 8.04 2 8.12 1 By 
6.92 2br 6.92 1 6.86 2br 6.92 2br tL, 
6.03 1 Z. 
5.68 1 

| 2 5.28 1 Deol 2 ESL 1 LL 
SZ 5.19 2 5.16 2 5.19 z iL, 
4.72 3 4.72 2 4.72 1 Ez 
4.48 2 4.53 2 4.53 2 M 

4,42 1 BGG 
4.29 2 4.31 5 4.31 6 Q 
c 
4.00 | 13 4.00 7 4.00 9 4.02 4 Z 
3.93 3 3.92 3 3.95 2 598 2 L 
3.74 1lbr 3.75 2br = eek) 1br D 
3.59 2 3.58 1 3.59 1 3.59 1 Le 
3.44 4 3.44 2 3.45 4 3.45 3 Z 
3.36 2 3.36 4 3.38 26 3.38 22 0) 
3.20 4 3.22 4 3.20 2 32d 3 Z 
3.14 2 cae ho 2 1S 2 Zz 
3.10 1 3.10 a Z 
3.00 6 3.00 3 3.01 3 3.01 3 Le 
2.82 3 2.82 の 2, Deol 1 a 
2.76 4 2079 a 2.76 1 2.76 1lbr 2 
| M 
2.56 Ther |) 2253- Ahr 2.56 tbr 2.56 1br Z 
| 2.48 3 2.48 } 0 
2.49 2br 2.46 lbr 2.45 1 2.44 1br Lb, 
| 2.30 | 2 2.29 1 6) 


Cy TVA hea, QO: Bt 


2 表 に 掲げ た 。 俗 比較 の た め Hector HAST Fu Vyha, Prospect Park pEyRY HAW 
RULBEMHA OXGREDBT Ho 

この 沸 石 の 廻 折 ピー ク の 面 間 隔 は 全体 的 に 比較 容 料 の いずれ より も 大 きい が , む し ろ 
Hector 産 の 八 プ チロ ル 沸 石 の それ に 近い 。 叉 回 折 強度 で は 約 9A 附近 の ゼー ク (020) 
が 他 の ピー ク に 上 比 し て 特に 強い 煙 沸 石 の 廻 折 図 と は 異 り , (020) 以外 に も 強い ビー ク の あ 
る 余 プ チロ ル 沸 石 の それ に 似 て いる 。 RMP NeAkKs Mumpton SASF ovat. 
た 各 試 料 の X 線 廻 折 図 に よく 似 て いる 。 Mumpton a7 F 0 vie & HAO AR 
白 図 を 比較 し , ASF av PAOS RNS LL CME -—7 OMAR AO Zale 
EEL TRS KEWELL, (020) WHC SMVMTE-7TOSSECLE HT WS. oN 
DOR CIA OMMOWAILAT F UNV AOIRE AT o 

然し 八 プ チロ ル 沸 石 も 煙 沸 石 も と も に (010) の 淫 開 が 発達 し て いる の で , ぶ 線 粉末 試 
料 を 試料 保持 板 に 充 堀 する 際 鉱 物 粒子 が 定 方 位 に 配列 する 傾向 が 当然 考え られ る 。 COLE 
| うな 場合 に は (010) の ピー ク が 強調 され その 他 の 廻 折 ピ ー ク が 弱く な る 。 PRICES 
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第 2 表 BAAR aRERK aD ARS Te 


BT FA, EVA, Prospect REG, 父島 
EA MS | 岩木 産 凝灰岩 Hector, California.| Park, New Jersey. ( - #1) 
(Mumpton) (Mumpton) Bas 
CCA) A CAT d(A) I d(A) I d(A)} I 
9.12 [26 9.12 | 28 9.00 10 8.90 10 8.934 77 
8.04 | 3 8.03 | 10 7.94 4 7.94 10 Te Od 
6.86 | 2 6.816 br |) 6277 3 6.80 1 6.810} 13 
6.64 2 6.63 1 
6.01 | 1 G00 te EH 5,91 1 5.92 1 
5.58 1 Ls) 2 
5.28 | 2 5.31 | 4 5.24 3 5.24 1 5.246) 13 
5.16 | 2 ee ey oil 5.09 1 5.126, 13 
4.89 1 
4.68 | 4 yA) || 3 4.69 2 4.69 2 4.671; 16 
4.48 2 4.45 2 4.506| 11 
4.35 117 4.40] Qbr | 4.34 2 4.36 1 4.396, 11 
4.12 60 4.12 1br 
4.00 [26 4.00 | 42 3.96 10 3.97 2 3.969 26 
3.93 |10 8 ly 3.90 8 3.89 3 3.917) 19 
3.83 1 3.83 1 
S75 | line | S92 8 3.73 1 8.71 1 3.799) | 32 
3.57 | 8 3.60| 3 3.55 2 3.56 1 8.590) go Be 
3.46 2 3.47 1 
3.45 | 6 SPAS) AN G42 6 3.40 2 3.427) |, JA 
Soa 3.35. 6 
SE AU 
3.23 | 2 
3.20 | 4 3.18) 10 3187) qe del 
3.14 | 4 Sate, Ws SO 3 Sele 1 3.182) “Tt 
3.10 | 3 3.09] 4 3.07 2 3.07 1 3.089} 14 
3.04 2 3.03 1 
2.99 113 200.25 2.97 5 2.97 4 2.988 25 
2.87 1 
2.81 | 5 2 SI £0 ane 3 
2.80 1 2.80 1 2.805] 13 
IBS Pavia «65 2.73 1 Dore 1 2.739) . 15 
0 1 
2.68 1 2.67 1 
2.52 10br | 2.54] 4br | 2.44 1 2.48 1 2 8529 ait 
2.44|2br | 2.45] 5br | 2.42 1 2.43 1 2.449} 11 
2.38 1 2.35 1 2.362 9 
2.29 1 2.28 2 
eee ee 
BAT FO MPV IE L CHEESE BE RGOO TC, BRB AIEEE LIC RUFIS S (Bra 
WARVo 従 つ て Mason 618) 7 は Mumpton OFHETZ ON EOWROX ML — 7 


DR BEV BIS SS BEL TW Bo 

A SURO BOR AC HELLO L WRITE DX SME CULE EEO (020) ピー クタ が 
他 の ピー 著しい な が の る ORO CO ee 
BRE CL, ¥ DAE FEREO BEG EEF 28 FEELING Zz U PTWOUE YAO CUBBY 
末 る も 定 E 方 位 に 配列 する 傾向 が 強め られ る た め と 解 柏 され る 。 REAGMMS 粉末 に し た る 
の か ら 分 離し た 2~1g 粒子 と 1k LF ORFOX GME HMI Se 1g LIFORE 
の 方 が (020) ピー ク の 相対 強度 示 小 さく な る 。 これ ら の BAL, 廻 折 ビ ピー ク の 強度 分 布 
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が 結晶 度 及び X 線 粉末 試料 の 定 方 位 配 列 に 強く 影響 され る こと を 示す 。 HOT MBAS 
区 別 す る 基準 に 廻 折 ピ ー ク の 強度 分 布 の 相違 を 用 いる こと に は 問題 が 残さ れ て いる 。 
4. 沸 石 の 熱 的 性 質 


ペン トナ イト 中 の 珠 質 団塊 及び 斉木 産 白 色 涯 天 岩 の 示 差 熟 分 析 曲 線 を 第 3 図 に 示す 。 こ 
れ ら の 試料 は 150°C 附近 か ら 300°C 附近 の 聞 に 巾 広い 吸 府 反 応 を 示す の み で , その 他 


> > ey ee an Xo 
I es 
—FYRVNZ 300°C HAE CHF BR 


“B” (YN © > BLWRAE-7e 4 i ee 

Ro CDBALEO £5 ARBRE — Law 

ZeRET, Hector #) > Pata | Se 

gonia £4) OMT FurwAL Mr ee STR ee 

READ BRE AT o rae 00% 
FRYE 230°C ARE CRRYE ‘“B’’ A: #2mH, EE : #5 


に 変り , 350°C 附近 で 非 唱 損 と な る 。 一 方 斜 プ チロ ル 沸 石 は , 700°C DE NR 
第 4 図 ERE, 岩木 産 北 灰 岩 及び その 加熱 処理 試料 の 粉末 人 線 廻 折 図 


| ere 
A ie f 


A : 


A-4 a Chee 
af Sicha Ad rt et Sed 
<r teeth reste Acerery oar paneer 


i. a aN ee 
E-4 


lO 20 30 40 
Z2@ 
A : BASS, E : SREB 
1: Rt, 2: 450°C 10 RMA, 
3 : 700°C 10 時 間 加 熱 , 4 : 900°C 10 Reha ANZ 
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第 3 表 加熱 処理 試料 の 紛 末 X 線 廻 折線 


i 


zee Hw BRERK A 
450°C 700°C 900°C 450°C 700°C | 900°C 

a(A) | 1 JacA)] 1 |a(Ay] 1 JacAy| 1 ]a(A) 1 |a(A)| 1 

9.07 |29 9.03 17 8.76 | 8 9.07 |14 8.98 |18 

8.04 | 4 8.01 | 2 Ae yes | 8.01 | 4 7.90 | 2br 

6.81 | 2br 6.92 | 1br 6.42 | 1lbr 6.81 | 4br 6.86 | 1br 

6094) Ubpia| (5.95, be 5.87 | 1bz 

5.28 | 2br 5.28 | br 5.28 3 

5.16 | 3 SGOT ML S14 NS 5. bon Bias 

4.68 | 3 4.67 | 1 4.68 | 1 4°67 | TE 4.67 | 1br 

Al 33) (12 4.3419 Hee yon lyf ASST lpr | 

4.12 163 4.12 |46 4.12 |49 A138) NbE 4.10 | ibr 4.13 | 4br 

4.00 |28 3.99 13 3.99 | 4 3.96 | 9 3.96 | 6 

3.94 14 ried, ed 3.91 1 3 Baron (25 3.89 | 3 

3.77 | {br So. 79a) br 

Sa ES | 

8.56 | 2 ICT SO S556 1s 

3.40. || 4 S243 iis SA IS SR 

Sie O31 i) A J 3.33 | 2br S236103 B36 13 

3.22 | 2br S| il OA Na 

3.18 | 2 OR a a8 3S 3.164) Vibe 

SEE | Oromo DE Solo bir 

3.08 | 2 3.09 | 1 3.08 | Ibr 

2.99 | 6 2.98 | 7 29255, 296 に る Bn 

SN 2S 2.80 | 3 2.79 | 2bor 

Zep Ae |S pa ke ae a Dee ted DT 252 tor 

Preys || Bove 2.52 | 6br DESS' Hm Mors 

al SD O eo i Lor 2.48. | Zr 2.46 | 1lbr DAG ot 

242") Vir 


定 で ある 。 こ れ ら の 温度 は 沸 石 中 の 交換 イオ ン の 種類 に ょ つて 若干 異 る 。 これ ら の 事実 か 
ら 450°C で 1 夜 加熱 し て な お X 線 廻 折 ピ ビー ク を 示す も の は 和 斜 プ チロ ル 漠 石 で ある と 
Mumpton™ は 述べ て いる 。 HAO 2 試料 を 夫々 450°, 700° 及び 900°C で 10 時 間 加 
FAL 72> DIL OW THAR REME TOR. その 結果 を 第 4 図 及び 第 3 表 に か ゝ げ ば な た 。 
いづ れ の 試料 も 450°C 加熱 で は , 面 間 隔 が や ゝ 小さ く な り , 又 強 度 の 小さ い トピーク 叉 
多少 不明 瞳 に な る 以外 に 閉 し い 変 化 は な い 。 700°C ANBNG 4 WRRO HE ZMH — 71s 
残る 。 然し 900°C AFAR Cle, 岩木 産 の も の は , 沸 石 の ピー クボ が 全く 消失 し , 僅か に 
クリ スト バル 石 と その 他 の ビー ク を 残す の み で ある 。 こ れ に 対し 地質 団塊 の 試料 で は クリ 
スト バル 石 の ピー ク の ほか に 副 い が 沸 石 の ビー ク 叉 明らか に 残る 。 両 試料 に る 450°C 以 
上 で も な お 明暗 に 沸 石 の 廻 折 ビ ピー ク を 示し , 相 の 転移 も 認め られ な い 。 HERMMEOW 
BOARS > MUINZRECHS o 

DL EOM ¢ 2b OW ALARA Zs US TAR EOW SNe お いて る も AT Fa 
ル 沸 石 の 性 質 と 一 致す る 。 


5. 沸 石 の 頭 微 鏡 観察 
この 地域 の 沸 石 の 産 状 に は 凝灰岩 又は それ より 変質 し た ベン トナ イト の 層 全 体 に わた 


A : @RmBKE, B: eHIB Te, C- ae a, £: Bw 
質 し た 火山 ガラ ス , C2 クリ スト バル 石 , ca: 方 解 石 ) x500 


つて ほ ゞ ーー 様 に 含ま れる る も の と , ベン トナ イト 中 の 尋 質 団塊 に 谷 ま れる も の が ある 。 
漠 石 を 含む 北原 岩 中 の 鉱物 片 は 主 に 石英 , 長石 及び 少量 の 有色 鉱物 等 で , BEM MLE 
LL CHEECH SM, 稀 に 角 了 図 石 も る 含ま れる 。 長石 は , 凝灰岩 が 沸 石化 され て いる 場合 
も る も ペン トナ イト 化 さ れ て いる 場合 も と も に 極め て 新鮮 で ある 。 有色 鉱 物 は 度々 変質 し て 
礼 色 脇 質物 に 変る 。 極 く 少 量 の 海 緑 石 が 展 々 含ま れる が , 吉井 層 中 部 の 信 海 縁石 砂 賀 泥岩 
中 の も の に 比 し て 小さ く , 又 表 面 の 次 荷 状 構造 が 見 られ ぬ 。 火 山 ガ ラス は 弓 状 構造 を 示す 
破片 と その 問 を うめ る や > 汚れ た 微細 片 と か ら な る 。 P> * 太 きい He CMW Le WTA 
の 屈折 率 は 1.496 で ある 。 

沸 石 は 第 5 図 A え に 示し た よう に 主として ガラ ス 破 片 を 交代 し て 形成 され , 4 (BGA 73 ET Rt 
I NE 『: の も の が 多い 。 叉 緒 品 は ガラ ス の 
周辺 部 より 内 部 に 向 つ て 生長 し て いる 。 沸 石 の 結晶 の 問 に は 黒色 の 不 透明 鉱物 の 微粒 が 
IR LA TS MEG MERC Ss 従 つ て 消 
光 角 は 正確 に 求め あら れ な い が か な り 小さ いよ う で ある 。 一 部 に Vk 77 AB OID 22 Rr 
UR XNTEBALNSWALESo 叉 ガラ ス 破 片 の 間 を うめ る Bhi 7 ADORE £ 
りな る 部 分 に も 沸 右 が 形成 され て いる も の と 考え られ る が , この 部 分 の ガラ ス は か な り 学 
れ て お り , AWOL VBE CH SPD A OMDOWAILGT PE Cah D HEV o 

本 地域 の 東端 に 近い 金井 附近 の 凝灰岩 の 一 部 に は , 77D AWT DSN EK UC 78 5 
ず , 第 5 図 B の 如く 細か い 割 れ 目 が 入 つ て 表面 が ざら ざら し た よう に 見 える も の が ある 。 
この よう な 北大 岩 で も その XX 線 加 折 図 に は 第 2 図 『F の 如く WADE — 7 WBA NAY 5 
れる 。 XX 線 相 折 図 は この 沸 石 の 結 品 度 が 悪い こと を 示し て いる 。 前 述 の 柱状 結晶 を な す 
aC i i eau ea る も の と 推定 され る 。 
この 部 分 は 複 屈折 を 殆 ん ど 示 さ な い 。 この ざら ざら 見 える 部 分 の 外側 を 複 屈折 を 全く 示 
さ な い 表 i AA Ce 
NR alae ipeletea anc 
いる よう に 見 える 部 分 は ガラ ス が 沸 石 の 柱状 結 品 集合 に な る まえ の 段階 を 示す も の と 考 
えら れ , 火山 ガラ ス か ら 沸 石化 へ の 一 過程 で あろ 59 ae 井 附 近 に 産出 する 凝灰岩 中 に 
ee ee 
ス は 新鮮 で ある 。 
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NYA HOR AMRMLS > FLASOMDLABOMDD 5720, 前 者 は クリ スト 
バル 石 の 多い 部 分 で あり , 後者 は 沸 石 の 比較 的 多い 部 分 で ある 。 こ の 団塊 ほ は 殆 ん ど 全 体 が 
クリ スト バル 石 及 び 沸 石 に より 交代 され て いる に る 拘ら ず 軽石 質 北 灰 岩 の 構造 が よく 保 
存 さ れ て お り , 石英 及び 長石 の 破片 を 含む が 有 有 色 鉱 物 は 認め られ な い 。 こ の 団塊 中 で も 長 
石 は 極め て 新鮮 で ある 。 第 5 図 C に に 示し た よう に ガラ ス 破 片 及び ガラ ス 繊 維 は 概ね クリ 
スト メバル 石 の 微粒 集合 に 変り , その 間 に 沸 石 が 形成 され て いる 。 沸 石 3 結晶 形 を 示さ な い 
VOBACPHHARAY SNS. 部 分 的 に 放射 状 集 合 を な す 。 団塊 中 の WARE KAD 
る の より や ・* ゝ > 大 きい 。 平均 屈折 率 は 1.484 で 北大 岩 中 の も の と 著しい が 複 屈折 は 多少 大 
きい よう に 見 える 。 

GERD LNT Fa — VPA RD SiO, 含有 量 の 高い 種類 と 考え られ て いた 。 然し 
Mason ら に よる と 合 プ チロ ル 沸 石 の SiO。 高 含 有 率 は (Na, KK)・Si に よる 均 沸 石 中 の 
Na-AILDBMICELZALDOCHASBM, 両 沸 石 の 間 に は , MAKER DS. MON SOW 
石 の 屈折 率 及 び 複 屈折 は Si が 増す と 減じ , 又 (Na, K) が 増す と 減 ず る 。 ARVO 
A は 1.488 より 高く , 余 プ チロ ル 沸 石 の それ は 1.485 ょ より 低い の で , Mew k YO ws 
石 を 区 別 で きる と 述べ て いる 。 本 地域 の 沸 石 の 平均 屈折 率 は 人 鍵 プ チロ ル 沸 石 の それ と 一 
致す る 。 


6. 考 察 


Pirsson1) に より モル デン 沸 石 と し て 記載 され た Wyoming Hoodoo 産 沸 石 を 
Schaller) は その 外形 及び 光学 的 性 質 か ら 新 し い 沸 石 と 認め 斜 プ チロ ル 沸 石 と 命名 し 
た 。 然し Hey と Bannister!) (k2 OMT Fa VY E X MRO & EERE L CIB 
石 の 和 廻 折 図 が 全く 一 致す る こと を 見 出し , ZOERDDBRLC, HAF UVR ME 
沸 石 の SiO。 に 富む 種類 で ある と 考え た 。 

人 欠 プ チロ ル 沸 石 は 度々 火山 砕 居 岩 中 の 火山 ガラ ス の 座 質 鉄 物 と し て 産出 する が が, HICH 
曲 で ある た め 純 粋 な 試料 に つい て の 化学 組成 が 求め られ て いな い 。 その た め AT Fav 
沸 石 と 交 沸 石 と の 関係 は 研究 者 に よ つ て 意見 が 異 つ て いる 。 最近 Mason と Sand は そ 
の 熱 的 性 質 及 び 化学 成分 か ら , また Mumpton は X 線 的 性 質 , 熱 的 性 質 及 び 化 学 成分 か 
ら 両 者 を 区 別 し , 人 欠 プ チロ ル 沸 石 を 独立 の 鉱物 種 と 認め た 。 

BST Fo VU RRAAO Na- Al の 一 部 を (Na, K) -Si で お きか えた も の で あ 
る か ら , イオ ン 半 径 の 大 きい KK イ オン の 影 絡 に より 斜 プ チロ ル 沸 石 の X 線 廻 折 の ピー ク の 
面 間 隔 は 輝 沸 石 の それ より 若干 大 きく な る 。 こ の 地域 の 沸 石 の ビー ク 面 間隔 は Hector pe 
OMT Fa VURAL YC > KEW, 交 沸 石 に 比 し て も 大 きい 。 MYUBHO X BO 
ih BE 5) AGEN RAIA D FEHR TT RVC XN So 然し Coombs も 指摘 し て いる よう 
に , BT Fo VRAIS — AUC RG ED REE DB, その 粉末 試料 は 定 方 位 配 列 に 
な り に くく , 従 つ て (010) の 短 折 以外 に も 強い ピー ク が 認め られ る よう に な る 。 こ の 地 
域 の 沸 石 の 廻 折 図 は 面 間隔 及び 強度 分 布 と も に 斜 プ チロ ル 沸 石 の それ に 近い こと は , FRE 
的 に 本 沸 石 が 余 プ チロ ル 沸 石 に 近い も の で ある こと を 示す と 療 え て よい 。 

PAL IMA ST SE 300°C 前 後 で 相 の 転移 に よる 吸熱 反応 を 示す が , AF avy 
で は この よう な 転移 は 認め らち られ な い 。 こ の 地域 の 沸 石 の 示 差 熱 分 析 曲 線 は , 相 の 転移 に と 
も な う ビ ー ク を 示さ ず , 斜 プ チロ ル 沸 石 の それ に 類似 する 。 更 に 澤 沸 石 は 約 350°C CIE 
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HBS 7 DMBAT F a VPA EY RICH So FEO CT Mumpton は 450°C 12 
時 間 加 熱し た 試料 が な お X 線 廻 折 ビ ピー ク を 示す も の に は 斜 プ チロ ル 沸 石 で ある と 述べ て お 
り , この 事 は Mason ら る も 認め て いる 。 この 地域 の 沸 石 は 熱 的 に 極め て 安定 で , 900°C 
10 時 間 加 熱 で 一 部 の 試料 が はじ め て 非 唱 損 に な る 。 従 つ て この 沸 石 は 熱 的 に も 斜 プ チロ 
ル 沸 石 の 性 質 と 一 致す る 。 

叉 この 沸 石 の 平均 屈折 率 は 1.484 で , BH Md CHE CA SAILAT F A 
の 光学 性 と 一 致す る 。 

この 沸 石 は 産 状 に 制約 され て 純粋 試料 を 取り 出す こと が で きず , 従 つて 化学 成分 を 求め 
る こと が で き な い 。 然し 沸 石 を 含む 北大 岩 の 2, 3 の 試料 に つい て KO を 定量 し た 所 ; 
漠 石 の X 線 廻 折 ピ ー ク の 強い る の 程 K。0 が 多い 。 こ の 事実 は この 沸 石 に か な り K が 含ま 
れ て いる こと を 示し , 叉 同時 に X 線 廻 折 図 や 屈折 率 が 示す 事実 を よく 説明 し て いる 。 

以上 述べ た よう に , この 沸 石 は 化学 組成 が 明らか で な い の で その 種類 を 正確 に 決定 で き 
な い が , RRNA, 熱 的 性 質 及 び 光 学 的 性 質 を 線 合 的 に 判断 し て 本 沸 石 は 斜 プ チロ ル 沸 
PICHD CHEV tL BASNSo 

BK BERS PRES KUAD SABOWAREIAT SA, それ ら 沸 石 の 主 な る 成因 は 
熟 水 変質 又は 続 成 作 用 に よる 炎 山 ガラ ス の 変質 で ある 。 本 地域 の 沸 石 は 井戸 沢 層 ; BBB 
及び 吉井 層 の 各層 か ら 産 出し , 且 水 平 的 に も かなり 広く 分 布 し , この 第 三 紀 層 の 分 布地 域 
DEF ARP oBHTS. 一 方 この 地域 に は FAD DICAKABAK IL AZLAA NSBR 
ROIMNSAD SNR wo FEOTLOWAOKA & WRAY BOkKBRCLACDLUBR 
が た く , むし ろ 広 い 地 域 に わた り 行 われ た 続 成 作 用 , 特に epigenesis に よる も の と 老 え 
られ る 。 

一 方 比較 的 連続 性 に 富む 吉井 層 中 部 の 凝灰岩 の 変質 を 見 る と 地域 的 に 多少 の 差異 が 認 
め ら れる 。 即ち 礁 氷川 と 鏡川 に は さま れる 本 地域 の 中 央 部 で は 比較 的 閉 し い 沸 石 化 が 行 
な われ て いる に る も 拘ら ず , 粘 土 化 は 余り 進ん で いな い 。 然し 地域 の 西部 に わた る 礁 水川 の 
ACHE CHAP LIZ AY BL CRM PAD TCHAMEMUEA CH So 又 本 地域 の 東部 に あ 
72 DPD PRED CLAD HEME DS BB <> 前 述 の よう に 金井 附近 に は 沸 石 の 全く 認め 
られ な いも の も ある 。 こ れ ら の 凝灰岩 は ほ ゞ 同一 層 準 の も の で ある か ら , 原 岩 の 化学 成分 
に は それ 程 差 異 は な か つた も の と 考 えら れる 。 従 つ て この よう な 地域 に よる 変質 鉱物 の 
量 比 の 差 や 変質 物 の 一 部 の 化学 成分 の 差 は 堆積 環境 の ALANS 海底 風化 の 相 異 に よる る も 
の と 推定 され る 。 然し この 間 題 に は 未 解 決 の 点 が が 多く 残さ れ て お り , 今後 充分 に 検討 する 

前 に ふれ た よう に 井戸 沢 層 下 部 の 凝 克 質 泥岩 中 に 方 沸 石 が 含ま れ , 又 井 戸沢 層 上 部 , 福 
BEREHEBORKAILAT FUN LBA DNS 沸 石 が 含ま れる 。 これ ら の 堆積 

岩 に は 上 記 の 沸 石 の ほか , 火山 ガラ ス の 変質 鉱物 と し て モン モリ ロン 石 , セラ ドン 石 7), 

海 緑 石 13) 及び 各種 の 岩 酸 塩 鉱 物 が 含ま れる が , その 他 の 変質 鉄 物 は 令 ま れ て いな い 。 叉 

長石 は 新鮮 で 昔 長 石化 作用 を うけ て いな い 。 HOTLINES DH MG OBA li “zeolite 

facies’ の 最上 部 に くる “heulandite - analcime stage’ に 相当 する も の と 考え らち られ る 。 
DRA PO RUHR POLARS EN THR wo これ は 板 鼻 層 の Belk a 08 

ESFBUT OBIE LUCE 異 に し て いる た めか Ris 続 成 作用 中 に お ける 板 鼻 層 の 

凝 灰 岩 の 温度 圧力 が 沸 石 の 安定 領域 に 達し な か つた た めか の いづ れ か で ある 。 KL 
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Coombs?) は New Zealand の 堆積 岩 中 の 安山岩 質 北 大 岩 か ら 沸 石 を 報告 し て いる 。 
従 つて 板 鼻 層 の 淫 灰 岩 が 沸 石 化 さ れ て いな い の は MAE DO 上 部 に くる 堆積 岩 類 が 余り 
厚く な く , 続 成 作 用 に お ける 板 鼻 層 の 凝灰岩 の 温度 圧力 が "zeolite facies” まで 達し な 
か つた も の と 推定 され る 。 この こと は 吉井 層 中 の も の で る も その 一 部 は 沸 石 が 形成 され て 
いな い 事 実 か ら る も 考え られ る 。 


7. 総 括 


1. 群馬 県 鐘 川 礁 水川 地域 の 第 三 紀 層 中 に は さま れる 酸性 凝灰岩 に は 火山 ガラ ス の 変 
質物 と し て 沸 石 が 広い 範囲 に 産出 する 。 

2. この 沸 石 は 微細 な 柱状 結晶 を な し 平均 屈折 率 は 1.484 で ある 。 

3. 粉末 線 廻 折 図 は 人 鈴 プ チロ ル 沸 石 及び 尋 沸 石 の それ と 類似 する が , GLAA7 Fu 
ル 沸 石 に 近い 。700°C 10 時 間 加 熱 試料 で も な お 明瞭 な 漠 石 の X 線 各 折 線 を 示す 。 

4. 未 差 熱 分 析 曲 線 は 150°~300°C に 巾 の 広い 吸熱 ピー ク を 示す の み で , HT Fan 
沸 石 の それ と 一 致す る 。 

5. 以上 の 譜 性 質 か ら , この 沸 石 は 余 プ チロ ル 漠 石 に 最も 近い も の と 考え る 。 

6. この 沸 石 及び 共生 する 他 の 変質 鉱物 か ら , 江 灰 岩 を は さむ この 地域 の 第 三 紀 層 は 
“zeolite facies’? の 最上 部 に 相当 する 。 


この 研究 に あたり , 終始 御 指導 を いた だ いた 東北 大 学 河野 義 礼 教授 , 大 森 落 一 教授 及び 
DOE RE DARA RIOR CRI So 又 種々 有益 な る 御 助 言 を いた ゞ いた 東 京 教 育 
大 学 須 藤 俊 男 教 授 , 東京 大 学 岩 生 周一 教授 及び 大 阪 大 学 小泉 光 恵 助 教 授 に 厚く 御礼 を 申し 
上 げ る 。 
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FOUR ROSCA HRT LAU SSO 


Olivines in the alkali basalts of western San-in 
and northern Kyushi 


iS Hh 3% &— (Yoshio Oji)* 


Abstract : Phenocrystic olivine in picritic basalt from Mishima 
island and olivine in olivine nodule in trachybasalt from Tsukue island 
are chemically analysed and are expressed in following chemical formulas: 

(Mgi.¢63 Fe%o.s0 Feo.06) 1.99 (Sio.o8 Tip.o1) 0.99 Oz.00 


(Mgi.s0 'Fe"o.14 Feo.05) 1.99 Sio.98 Oa.00 
The former is distinctly richer in Fe than the latter. Such difference is 
attributed to their origin as already discussed by Ross and others. 


1. 序 


格 措 石 は アル カリ 玄武 岩 類 に 最も る 多量 に ふく まれ て いる 造 岩 鉄 物 で ある が , MLPA 
と し て 産出 する ほか 。, 標 要 石 に と む 団 塊 と し て る も 現 出 する 。 そ れ ら は 本 地域 で は BBY, 
BP, 12°, A? 及び 高島 や の 同種 岩 類 中 に 見 出さ れる 。 4035 ち , BRE 
BABI CICELY DIR B50 HRIKMWMOT VA) LRAHOME 
Ave RUS OMBEAIC O XLT LEE EA OK. その 結果 を ここ に 報 
ES Bo 

本 研究 に つい て , HRA PEIE EO 7 ALK DA AAS BAAN So 
叉 , 同 教室 植田 良夫 助 教 授 と 青木 謙一 郎 助 手 か らち も 有益 な 御 助 言 を いた ゞ いな た 。 M, Bis 
大 学 文 理学 部 地学 教 蜜 石橋 浴 助 手 か ら 未 発表 の 分 析 結 果 の 引用 を 許さ れ た 。 御 厚 意 に 感謝 
する so 


2. RBECIDT bowKist OMA MME 


ビク ライ ト 去 武 岩 は 見 島 の 北海 早 イ ウツ モリ , アラ タネ な ど に 厚 さ 約 10m OR BVELL 
て 現 出 し て いる 。 RAIL KA~ REMC, SLOMMAPE LBA FORRAM 
塊 を し ば し ば 含ん で いる 。 BPCKC, MEMRAAS & 3mm 以下 , 一 般 に 自 形 ン 
半 自 形 結 品 で ある が , c MICDOULRMRARUAMMIBO Bintame て い る 。 そ の 含有 量 
は 21vol.96 に 達し て いる 。 結 卓 外 縁 は 僅か に イデ ング サイ ト 化 し , 叉 , BEBRICZOT, 
蛇 紋 石 に 変じ て いる も の が 認め られ る 。 磁 鉄 鉄 の 微量 を 含む 。 夷 品 と し て は この ほか に , 
FH YVR (8=1.684~1.698, 2Vy=54°~50°) BHF. 石 基 は 完 品質 , SEO 
4 (Fa15~22) $7 1 }RH (P=1.688~1.705, 2Vy=53°~ 46°) WEG (An66~54) 
の ほか , BG, DYUSRA, TI-V7IV-A, FIVER, ARGRVRERDSK 
な っ つて いる 。 本 岩 の 化学 組 成 は 第 1 表 に 示し た 。 著しく MgO に 富む こと が 本 岩 の 特徴 


* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 
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で ある 。 

(LAAT OT HBIZEBEEMDL, ピン セッ ト で 手 選 し , 更に これ を 双 有 眼 頭 徴 鏡 
下 で 検 し , 石 基 鉄 物 の 付着 し た も の や 包 裏 物 を 含む も の を 除い た 。 こ の 格 構 石 の 分 析 結 果 
と 光学 的 性 質 は 第 2 表 に 示し た 。 O=4.00 と し て , MRAD(EARERHT St, 

(Mgy.¢3 Fe’o.39 Fe’”o.06)1.99 (Sio.gg Tio.01) 0.99 Ofoo と な り , その 組成 は Fog. Fayg 
(分 子 百分率 ) と な る 。 光学 的 測定 か ら 推 定 し た 本 岩 中 の 班 品 般 村 石 の 組成 は り Fajo-a1 
の 筐 囲 を 示す の で , LOATH RILS RIED FMM tM So 

NR EE 
机 島 粗 面 玄武 岩 (2) の 化学 組成 


1 2 
SiO, 46.67 46.05 
TiO, 1.96 2.22 
AIO, 16514 16.13 
Fe,O, 2.35 5.02 
FeO BH 5.85 
MnO 0.12 0.19 
MgO 14.21 8.03 
CaO 8.87 9.68 
Na,O 2.84 3.38 
K,O 0.99 0.97 
P.O; 0.31 0.55 
H,O+ 0.69 1.43 
H,O- 0.43 0.69 
Total 99.95 100.19 


3. PSLRA LHR a POMRMWEA 


DL SEABOKO CHT SNSBC SC MMER ED SMMAN TOS. KEISER 
人 節理 の 著しい 疾 岩 流 で ある が , 一 部 は 岩 津 状 を 呈し て いる 。 BPC, BMAEA (Fa,,- 
es) CARS 0.7mm 以下 FI VEG (2Vy=—47°~41°) は 長 さ 約 有 0.38mm で あぁ あり 
一 般 に 少 い 。 ABELL CMH RA (Angy-53), BEG (Fag-s.) FIVER (B= 
1.713) 及び 隊 鉄 鉄 か ら な り , COMDISEA, TIVIV-A, FH VBR, PRICE 
及び 編 色 ダラ ス が みとめ られ る 。 まれ に 石英 ARARUAHMAOMEH EMS. Cen 
て いる s。 本 岩 の 化学 組成 は 第 1 表 に 示し た 。 MgO 含有 量 が 本 地域 の アル カリ 云 武 岩 と し 
て は 比較 的 多い 。 

概 模 石 団塊 は 岩 潤 状 組 画 玄武 岩 中 に ふく まれ て お り , MOB, 大 き さ 釜 大 以下 で ある 。 
Sil COMMA, 般 畑 石 質 普 通 灯 石 , 頑 火 糞 石 及び ビビ コタ イト か ら 構 成 さ れ て 
WSo ON SIRO EF 4 7 REEL ART o MURGIZAS &X 2.5mm 以下 , その 外縁 
(RHO 4 YY TH 4 MELTS RRR MR LA X 1.5mm 以下 , a= 
1.672, 8=1.681~1.685, ¥=1.696 2Vy=57°~54°, Woy, Engy F890 HUKHEAILK 
Sf SEC, W2Wy=—80°~73°(r>v), Fsgyg で コタ イト は 大 き さ 約 1.0mm WOR 
Bo この 団塊 の うち , KBP GR BCS RELYTOSM, L XIHA 
REIT LE LOMA Y, TVS MEW IAN HOCHSo LOL, それ は 一役 に 径 
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第 2 # 
ee ee ee ee ee ee ee. 
PEiE TOME SSL OBE 
見 誤 日 ノ 出 松 wh = (ay ley 
oz | Atmic ratio Atmic ratio | 
Wt% | when O=400 | Wt9% | Wt | Shen O-400 | Wt% 
SiO, 38.71 Si 98 37.46 40.61 Si 99 40.76 
ASO. 0.39 | Ti 1 tr tr = 
Al,O3 0.02 0.60 | 0.13 = 
Fe,O; 3.10 5.99 | 2.61] Fe” 5 1.28 
FeO 14.39 Fe” 6 10.00 7.06 Fe” 14 7.03 
MnO 0.19 Fe” 30 0.16 0.12 0.01 
MgO | 42.89 Mg 163 45.95 49.28 Mg 180 50.11 
CaO tr O 400 te tr O 400 0.12 
H,O+ 0.08 = 0.14 pa 
ae 0.06 5 0.18 = 
Total 99.83 100.16 || 100.13 99.31 
分 析 者 | oe 地 Bf) 08 地 地 調 
a | | 1.565 
B 1.668~1.675 1.671~1.694 
Y deca 
2Va | | | 86°~ 91° 


3cm PA 下 で ある se 

化学 分 析 に 供し た 秀 村 石 は その 団塊 を 細 粉 し , アイ ソ ッ ツ ダ イナ ミッ クセ パパ レー ター に に 繰 授 
し 5 回 か け て えら れ た も の を 更に 双 眼 頭 微 鏡 下 で , 不純 な も の を 除い た も の で ある 。 分 析 
結果 と 化学 的 性 質 は 第 2 表 に 示し た 。 0O=—4.00 と し て 算出 され た 化学 式 は 

(Mgi.s0 Fe’o.14 Feo.05) 1.99 Slo.98 Oz.00 3 
で あり , その 組成 は Fogo Fayy と な る 。 屈折 率 か ら 求 め た 組成 は Fasg-11 OME ART 
の で , 分 析 値 は 略 中 聞 の 値 を 示し て いる 。 

4. HOMME LAULREPOBMEE LOR 


AYER SL 72HROT ) AY CRB RU MRAM ORBEA OILAAL BY tk FS 
2 表 に 示す 如く で ある 。 こ の 表 に よれ ば ぼ ば, TVA) ERBMO RAPES SL toh 
MEAL, Fays-og の 範囲 に ある 。 見 島 産 の も の は TiO, に と ん で いる こと が 注目 され 
So 高島 及び 机 島 産 格 要 石 団塊 中 の る の は いづ れる 路 一 致し た 組成 を し めし , Fay CH 
る 。 島 戸 浦 の 同様 な 税 村 石 は 鏡 下 で 2Vy 一 94° へ ~ 92°, Fag, を 示す の で , これ ら の 等 し 
いい 組成 を 有する も の で ある と 思わ れ る 。 一 方 , 萩 市 西南 方 の 平 藤 人 台 ソ の アル カリ 玄武 岩 
茜 か ら 由 来 し た と 思わ れる カル ク グ ・ ア ルカ リ 岩 系 安山岩 中 に も , MRAMMAS ¢ ENT 
いる 。 こ の 団塊 は アル カリ 玄武 岩 類 中 の それ と 暴 つ て , HHA (2Ve—96°-94° Fa,-。) 
BAKA (2Vy=74°-78°, r>v, Fsg-1o) 及び ビ コ タ イト か ら 構 成 さ れ て お り , Wa 
質 普 通 輝 石 を 欠い て いる 。 LAL, COMMADICAMEAS bRYM Sh 7eHAML, 前 記 
| の アル ヵ リ 去 武 岩 類 に ふく まれ て いる 税 村 石 団塊 の それ と 殺 似 し て いる こと を 示 し て い 
~ Bo 


Bu 
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第 1 図 アル カリ 云 武 岩 類 中 の 税 槻 石 成分 


a} © @& ® 
b ® 
トー 
L i 
10 20 30 40 
Faq mol % 


a. Hho b. SRAM PORA 
c. TLASHO KR ATOM AMORA 


第 2 表 に 掲げ た 標 橋 石 の 主 な る 成分 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 如く で ある 。 こ の 図 に UR 
Ross その 他 ?) に よっ つて あたえ られ た 各地 の 玄武 岸 に ふく まれ て いる 科 棋 石 に と む 団 塊 中 
DEED BDO HES PEARL Peo この 図 か ら 明 か な 如く , MA KB ROMA 
と 撤 和 石 団塊 中 の それ と の 問 に か な り 頭 閉 な 化学 組成 上 の 差 が 認め ちら れる 。 すなわち , 前 | 
者 は Fa 分 子 に と ん で いる 。 KHWROMM UREA PORMRMRAEA る に, その 組成 
は Fajiosaa CHO, ZX, SIRBY) DOSNT Fayggo CRA CW So 一 方 , 世界 傘 地 の 
SR eMOMRAK CUOMMPOMEALMRIOLRMREAL, Mg に と ん で いる 。 = 
の 両者 の 間 の 化学 組成 上 の 差 は Ross 等 の いう 3 様 に , 両者 の 起源 の 差異 に よる も る OCH 


ろう 3。 


5| FA. 3%. MR 
1) jSsHSEHE, GK, 44, 73~82, 1960. 
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Geology and manganese ore deposits of the 
Otaniyama mine, Iwate Prefecture 


= 橋 雑 一 郎 (lichiro Takahashi)** 


Pete ba 


吉 生 層 中 の マン ガン 鉱床 に つい て は 未だ に 激しく 対立 する 成因 論 り V2) BHC, ARG 
究 が 進め られ て いる 。 等 者 も さき に 接 鯉 変成 帯 中 の マン ガン 鉄 層 の あり 方 に つい て , MEM 
BR? を 例 に と つて 報告 し た 。 BA, 宮古 間 に は 多数 <V TY ORABBT SA, そ 
の 中 で 微弱 動力 変成 岩 中 に 出 て , し か る も 多 床 規模 の 大 きい 点 で は , 大 谷山 鉱床 が 最も すぐ 
れ て お り , BFAD 5 HORNE SIRNA CER FMAM AALE HO FE 
KP oR VR (By AVREELLEGRE RATS) と 呼ば れ て きた も の で る も , 
KCRANT SL, BV AVABOIEMNCONELD BAEK F7UAESELEMBA 
り , EXKFAUBRRY SPICT ITY GOB EMORD EC, BIN OMAR RD ME t 
と る も る に こ * に 報告 する e 


2. 位置 交通 お よび 地形 
岩手 県 下閉伊 郡山 田町 豊 間 根 決 乳 山国 有 林 地内 に あり , 釜石 線 豊 間 根 駅 の 南西 直 忠 9 洗 
2440 SHRM 5 SHRI AV IC eee SHU, 13 FF, 60 分 で 到着 で き Zo I 
PEISIE_LHEF RAS UC BAT SSC HMC, 南部 か ら 西 側 に か け て は , MBL, BAIR, 
水 知 場 山 の 峯 線 で 限ら れ , 北側 は 水 呑 場 出 か ら 束 に つら な る 委 線 で 境 さ れ ,; FERRI AIR Ze 
WEBEL, この 中 を ネコ イノ 沢 と オ ソ ノエ ラ 沢 が 東 流 し て 豊 間 根 川 に 合 し , 各 河 川 の 両 
FRUITS NURI EE TF So 


3. 地質 概要 


附近 を 構成 する 地質 は 古生代 二 四 紀 が に 属す る 水 成 岩 類 を 主 と し , これ に 貫入 する 贅 岩 
類 か ら な る 。 

GQ) 古 生 選 

古 生 層 は 第 1 図 に 示し た よう に , 便宜 上 粘 板 岩 を 主体 と し , 砂岩 , チャ ー ト , 石灰 岩 を 
伴う 下部 層 と ; 見 掛 上 これ ら の 上 位 に くる チャ ー ト を 主体 と し 灯 板 岩 の 薄 層 を 挟む 上 部 層 
に 区 別 で きる 。 下部 層 は 黒色 粘 板 岩 を 主体 と し , RMODE, BMEME, 灰色 チャ ー 
}, 灰白色 乃至 駒 穴 色 石 灰 岩 の レン ズ 状 体 , 薄 層 お よび 塊状 体 を 伴う 。 上 部 層 は 灰色 チャ 
—}PEAKLL, 黒色 粘 板 岩 の 薄 層 を 挟み , チャ ー ト の 優勢 な こと , 鉱床 母 層 を な すこ と , 


* 日 本 地質 学会 東北 支部 総会 (昭和 30 年 10 月 於 岩手 大 学 ) で 講演 の 内 容 に その 後 
の 研究 結果 を 加え た 。 
* 岩手 大 学 工 学部 鉱山 工学 科 
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第 1 図 大 
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お よび 石灰 岩 を 伴 は な い 等 の 特徴 を 有する 。 

(2) 火 成 沼 類 上 部 及び 下部 古 生 層 中 に 綱 入 する 巾 1~30 KOWSROBRRMEL 
(> SRL SARE, Mikte, RAS, 徴 関 緑 岩 質 岩 等 に 分 れ , 鉱床 領域 に 発達 
する も の で は , いづ れる も 多 層 を 切 つ て 現われ , 明 に post ore の intrusive で ある 。 

(3) 地質 構造 下部 層 は 銚 床 以 東 で は 走向 N10°W, 約 60° で W に 傾斜 し , 鉱床 以 
Pa, 南北 断層 まで は , BSI E へ 約 60° で , fest, B= RASS He eI AAI 
想 さ れ , また 南北 断層 以西 で は , N20°W に 走り , H 60° で W へ 傾斜 する 。 上 部 層 は 
第 2 図 断 面 図 で 明 な ょ よう に, 下部 層 に 比 し て 緩 傾 斜 で あり , 走向 N10~20°W, これ また 
jest, 第 三 列 明寺 を 軸 と する 向 斜 軸 に 沿 つ て , 断層 に よ つ て (graben WEBEL, As 
10~50° で ある 。 上 部 層 と 下部 層 と の 関係 は , 一 部 は 明 に 断層 で ある が , (OAM 
いて は 整合 , 不 整 合 また は 断層 等 の いづ れ か 明 に 区 別 し か ね て お り , 後日 よく 検討 し た い 。 


4. th 


鉱床 は 上 部 層 中 に , ZOBR CIRC MAT SBR VY ARTY AYER, 従 
来 か ら 炭 酸 マ ン ガ ン 鉄 を 主 と す る も の と され て いた 。 ネ コイ ノ 激 北 岸 に 第 一 , 第 二 , B= 
Rai. 右 一 , 右 二 , A=, FED ABECMES. 第 一 , 第 二 , BHP RRA 左 
=, F=REZOAAABREADO, FVIAPRAGIC HOW, TR, 大 切 , BK fa A) 
BEEO AY J DTU, これ ら は いづ れる 同一 水準 に ある も る の と 考え られ ; レ 
ンズ 状 に 膨 縮 し 消 減 し た り , EK PHaIKCH5nN4S. ONb6OIbCERDOUW, 
ネコ イィ 鉱床 群 で は 右 一 , 右 二 , BE B-BA, BIBRA, PARA TVIDIBR 
PCULAKDACHOTC 他 は 未開 発 か , 低 品 位 ま た は 小 規 模 の も の で ある 。 オ ソノ エラ 沢 
南岸 地区 で は 上 部 層 は 発達 せ ず , FEO CHRIS L Wo 

(1) 鉱床 の 規模 と 形状 銃床 は いづ れる も 短 径 2~30 米 , 長径 3~40 米 , Bar 0.1~ 


第 2 図 Hoke Aw 
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2.5 KOBRNCLURSL OV Y ZRADOBLE YN CH, その 一 ラー つ は くだ けた 表現 を 
用 いれ ば , “ 形 の 悪い 塩 せ ん べ い 又は お そなえ ” を 地 中 に 無理 に 挿入 し たよ うな 形 と いえ 
ょ う 。 RRR CLAM RT ZALTARO FR, MEME B2 RBIS. BRS 
HISAR G, 時 に 水平 に 近く , Pdome や basin HE CHBAE ATER BAS , 鉄 
BOW Rd, レン ズ の 縮 少 に よる 場合 の ほか に , 断層 お よび 岩 脈 で た ゝ れる 場合 が ある 。 

(2) BERUZOBH 母 岩 た る 古 生 層 は , 北部 北上 山地 の 微弱 動力 変成 帯 中 に あ 
DT, これ に 応じ た 水 成 岩 類 か ら な る 。 ERS AEM SAD RIL ABRO oD RA 
OFFS BALE, ホル ンマ ン ヘ ルス 化 の 影 妊 は 本 地区 まで 及 ん で いな い 。 鉄 床 附 近 の 一 般 の 
水 成 岩 類 は 上 記 の 徴 憎 動力 変成 作用 の ほか に 何ら の 漠 特 の 変質 作用 を 受け ぬ が , SRO LE 
HEL THES DORI, 独特 の 鉱物 成分 を 有する 。 た ゞ その 避 さ は 極め て 薄く , Bab 
祝 く て も る せいぜい!1 米 以内 で ある 。 

(1) 下 盤 の 変質 岩 鉱 層 の 下 盤 に は 先 づ 黒色 粘 板 岩 の 薄 層 (1~10 He) が き て , 次 に 
小豆 色 チ ャ ー ト また は 粘 板 岩 薄 層 (1~100 fe) BHD, ZU CPHOF+ —) BicwT 
る と き と , ARPRF + —) BRI ZGRRSS. LHR AMMBOEZARG7 a 
右 化 で あぁ り (第 6 図 , 11), 小豆 色 チ ャ ー ト 及び 粘 板 岩 を 特徴 づけ る の は , RES, AZ 
母 , RUBA, Bev av, STR, F7 OB RURBETRITRRVERMD OK - 
決定 の Fe Rik Mn 鉱物 ) の 存在 で ある 。 

(2) ERORSS 鉱 層 の 上 朴 は 先 づ 小豆 色 粘 板 岩 ま た は チャ ー ト が き て , 次 に 黒色 
YERBOMB (また は これ を 欠き ) を 経て , 上 上 疲 チャ ー ト 層 に 移 化 する の が 一 般 で ある 。 
ADEM BELUF + — } OBB PRE ARCH O, LROYBACII RAHM Rie 
25 TAR OPER CMURRARAA SBE LIZ LIER SN So LRNSEHREOX 
線 廻 折 資 料 を 第 4 図 1 お よび 第 1 表 No.1 に 場 げ る 。 以 上 の 如く , LPR EAT NS 
Athi tty 一 ト は , BEE, REE, SOMA, Bry ave, FT UBBL URE 
EAR RAS EBON CSI BN So 

(3) 鉱 層 の 構造 SAENLELL C 緩 傾斜 で , CHG ACEI EMDR TL LBS 
くい づれ の 場合 で も , ETRE OBAZEAI CH So BAILRIKCAMI SR, 品位 の 
高い 順に チョ コレ ー ト 鉱 , RAG, TEAR, PEER, 帯 福 桃色 録 等 に 分 れる 。 こ れ 
5b DBKA d 5 72 SBURE CIGR L CHEE SB ZS LMM CHHECH DO, また 釣 層 の 部 分 に 
ょ っ つて 多少 例外 は 認め られ る が , 大 ま か に 整理 する と , HSMKOPOMCF sav—} 
WORM HV, こ ゝ か ら 鉱 層 の 外側 に 向 つ て 順次 , FES, 灰色 一 般 鉱 , 灰 桃色 鉄 ま た 
VT RE LGR S 3 OTE PIRICHET So Hl —fRITIS_E PRICE BEAT ZT RAIRADE 
を な す が , し か し 年 ら 例 えば 座 松 鉄山 の ホル ン ヘ ルス 中 の 鉄 層 の 如く 普遍 的 で は な く , FE 
々 上 記 鉱 石 が 五 に 他 を 角 蘭 状 , 夷 状 # ま た は レン ズ 状 に 抱い た りす る こと る も 可 成 り 多 い 。 ま 
た 上 下 盤 が 粘 板 岩 の と き は , MMIC sharp で あり , チャ ー ト の と き で る も, TB 
Br BEY AY BOA £ AVP GMIBGED bMHEOMBICE ESD, 急激 に チャ — 
ト に 移 化 する こと が 多い 。 第 3 図 に 現 研究 段階 に お ける 鉱 層 の 理想 的 構造 を 掲げ る 。 こ れ 
に よる と , 鉱 層 中 心 部 に チョ コレ ー ト 鉄 が あり , 順次 外側 に 向い , 栗色 鉄 (チョ コレ ー ト 
鉱 の layer が 少し 残 つ て いる ), 灰色 一 般 鉄 , 灰 析 色 鉄 と 配列 し 母 岩 に 移 化し て いる 。 ま 
た 大 切 寺 内 残 杜 で は 略 々 これ に 近い 状況 が 観察 され た 。 
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第 3 図 鉱床 の 理想 断面 図 
Fx — ht 7a 
se 


2S 7 A SK 

FTIR LEKI 
栗色 鉱石 

チョ コレ ー ト 鉄 


念 ザ クロ 石黒 色 粘 板 岩 また は 黒色 粘 板 岩 
SE ae 
イー 


5. gk & 


鉱石 は その 品位 の 良い 順に 次 の 如く 分 けち れる 。 

Q) Fsalv—+& (B7M, 3,4, 5, 6) : 帯 紫 濃 福 色 妃 至 チ ョ コレ ー ト 人 色 を 呈し, 
濃淡 の 締 が よく 発達 する こと が 多い 。 テ フ ロ 石 , BV AVBEELL, この ほか バラ 姓 
A, ZEEE, AVERT, RAMEE LCA BORRO KIT ABL, これ と 共生 し て 
多量 に あり , F2AvV—}BO-Ht2awsg tL Bon FZReetKRGBOsd So VIF rAEB 
LRA PCs 0.0001~0.06 BAO, RERIARMIIRE SL, 灰白色 , 反射 
BZEIERUBF Es C, 標準 試薬 に は いづ れる negative で , X HEH (4M, 4, 
8 1# No.4) LXMLAET, VAT AR) ど 同 定 じ た 。 X 線 資料 に よる と な お か ハウ 
スマ ン 鉱 の 存在 の 可能 性 が ある が , 筆者 の 調べ た サン プル に つい て は , 反射 下 の 性 質 は ャ ヤ 
コブ プス 鉱 と すべ きも の で ある 。 

(2) RAS: 一 般 鉄 と チョ コレ ー ト 鉱 の 間 に く る 鉱石 で ), テ フ ロ 石 を 多量 に 含む こと 
は 前 二 者 と 同様 で ある 。 この ほか の 成分 鉱物 と し て は , TRA, Boy AYR, REA 
に も と み , FrARBERARMBLUV IAT AZAR, その 上 ペン ウィ サイ ト る も 相当 多 
量 に 伴 つ て いる 。 こ の ぶ 線 容 料 を 第 4 図 3, BIH No.3 に 掲げ る が , この サン プル は 
チョ コレ ー ト 鉱 の 徴 層 が 多く 入 つ た も る も ので, CLAFSIV—bRERAKL ODAMO 
鉄 石 で ある 。 

(3) 帯 緑青 灰 色 乃 至 帯 桃 泉 色 一 般 鉱 : 通常 鉄 層 の 中 央 部 を 占め , し か る も 鉄 層 の 6~9 
割 は この 種 の 鉱石 で 占め あられ, 大 谷山 鉱山 は る と より , 他 の いわ ゆる 炭 マ ン と 称 さ れ て き 
た 附近 の 久 床 の 主力 を な す 鉱 石 で ある 。 き め が 細 か く 硬 監 で , 色 を 度外視 する と チャ ー ト 
や 石灰 岩 に 似 た 外観 を 量 す る 。 頭 微 鏡 下 の 盗 料 や 特に 六 線 的 容 料 (第 4 図 2, 第 1 表 No. 
2) ESL, テ フ ロ 石 の 主 線 た る 2.86A, 2.60A, 2.55A 等 は 極め て 高く ) 2.8A は 
BTV AVAOERBLBATAINE b> 明 に 本 鉄 の 主 成分 は テ フ ロ 石 で あり , この ほか 
ATA BV AVE, RICA F70BSE ICL ATReSNSo 

(4) 灰 桃色 鉄 (第 6 図 , 12) : 鉱 層 の 盤 ぎ わ に 多く , THR, 石英 , Bev AVR 
か ら な り , 低 品 位 理 酸 鉱 の 特殊 吉 要 の あぁ る と き に は ; HOTK ( PRCESO 

(5) APRS : 鉱 層 の 薄い と き , EXD, 中 石 附 近 に 多く , ザク ロ 石 に と み , そ 
の ほか バラ 畑 石 , 葵 マン ガン 銘 , パイ ロッ クス マン ジャ イト 等 を 伴う 。 

(6) RRS: : チャ ー ト 中 に 黒色 の 層 理 に 略 々 平行 し た 断片 が , 断続 的 に 発達 す 
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1 SBRUPEO REE (FeKe) Nos. 1, 2. 


No.l. VEGAS No.2. 帯 緑青 灰色 一 般 鉄 
dA i Mineral dA I Mineral 
14.4 a ( 14.2 8 iC 
10.24 46 M Tons: iy R © 
2 9 RR: 8.34 5 ar 
6.73 5 5 Awe 5 
4.74 5 C 4.05 6 ae 
4.65 5 M 3.85 6 T 
4.27 9 Q 3.67 7 R 
Said 5 M 3.64 13 dh Rd 
3.69 6 iN 3.58 9 RR @ 
8.55 7 (Oe DS 6 R 
3.48 7 M Big hse 10 APS Skea Res! 

3.35 28 M Q R 2.915 6 R 
82.5 6 M R 2.863 39 Ae Tcl CG 
3.000 7 M R 2.694 7 ai 
2.778 5 R 2.606 25 At: G 
2.634 8 M Re 27055 22 aly 
2.568 5 M 6 2.449 6 R 
2.455 8 MQ ¢ R 2.377 9 F Cc G 
AEA) 5 ME CO 2.369 i R Rd 
2.190 6 M R 2.336 q * 
2.133 4 M Q R 2.269 5 G 
2.008 5 M Gr Ik 2.230 6 EN 
1.975 4 Q R 2.176 7 R Rd 
1.820 3 Q R ey 5 ee 
1.741 4 M 2.102 6 R 
1.674 5 M Q R 2.010 6 R Cc 
1.543 6 M Q R 1.885 6 ap JR Ce 
1.517 4 R 1.810 12 £ Rd 
Wiese? 5 M Q Lor 7S 7 Rd 
WED 5 ap G 
M: Biotite 及び Muscovite -1.688 5 ER G 
1.615 10 re 
ORO nantZ 1.562 9 T Ra 
® Chlorite 1.554 8 G 
G: Garnet (Spessartite) 1.537 7 z Rd C 
T : Tephroite 1.280) 5 R 
4 ; 1.460 5 Rd 
R: Rhodonite 1.448 6 a Rd G 
Rd: Rhodochrosite 1.394 5 F 
J: Jacobsite 1.382 5 Rd 
H: Hausmannite 
( ): 不 確 実 


る も の で , 黒色 部 は プラ ウン 鉄 か ら な り 高 品位 で ある が , 灰白色 部 で は 弐 酸 質 で , RAK 
の 平均 は Mn20% 前 後 で あり , これ 自体 で は 鉱石 と は な ら ず , ブラ ウン 人 釣 の 選鉱 が 必要 
で ある 。 この 低 石 に つい て は 後に 詳 述 する 。 


6. 鉱石 の X 線 的 検討 
筆者 は 従来 か ら 釜石 ) 宮古 , RCT Sev TY RROS >, RABE 
DdODOTEA CRATE MA TSR. FOERYOU, SR KA BR BE BHO 
MARCHE IT, COP SGROALB EF SAV—bRMCLEM, 他 は いづ れる 黒色 
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132 Nos. 3, 4. 


No.3. 2 f& @ No.4. F32aVy—}s 
d A I Mineral d A I Mineral 
14.4 16 (© 14.4 7 Cc 
i] eo) 19 R 10.28 | 9 M 
6.75 6 R 2 R C 
4.75 6 CR 5:35 | 8) T 
3.64 10 Tf R Rd 4.92 Wf J (Ba) 
3.55 11 R 4.45 fl M 
3.16 Tan Dae hed 3.63 | 11 R Rd Cc 
2.971 8 R J S228) 7 R 
STO Rd -C 3.14 8; T R Rd M 
2.746 8 R (A 3.06 || 5 R (A) 
2.688 Ese 2.981 | 6 R J 
2.616 Soe ik 2.880) 265) TT Rd C 
RB qh dis TT J 2.754 | 8 R (H) 
2.485 6 ie Ge! 2E69 25 lem ea 
2.452 STT* Se © Dols TO TR 
2.400 7 Rd 25556 ela ed J 
2.370 8 R Cc 2.490 | 5 J (BH) 
2.360 | 10) て T H 2.446] 9} TR M J 
2.2852 410.) TL aR G 2.405] 8 Rd 
eau 5 7 2.367 | 12 R (H) 
2.009 7 RK Rd C H 22352) 108 a 
1.892 Spl) A TR C heaps || a R Rd M 
1.808 | 14] T Rd H 2.121" 6 R ji 
1.780 6 Rd H 2.006 | 7 R Cc 
1.739 51 T 1.893 | 7 R 
1.714 5 J (A) 1.858 | 6 R 
1.688 Sled: 1.810 | 17 R Rd (H) 
1.619 | 5 J tay 7) 5 Rd 
1.598 5 A} OO GC 
1.569 S| i ON Gal 1.641 | 6 
1.550 9| T Rd H L885 し 7 Al 
1.521 6 © 1.581] 6 R C (H) 
1.488 6 R J si | oy R Rd 
1.457 5 (ED SBD Rd M (H) 
1.389 Galan. Rd 1.493 | 7 J 
1.462 | 7 Rd 
1.440 | 6 Rd W 8) 
1.400} 6 (© 
1:398|17 
1.386 | 7 Rd 


Kite t Fr —bORNCHIAL, BALRTRAL Hie KEI BRKEO, TOK be 
VY LMANTERBDCHSo CN EOBRPOERRARAZKAORU BAIL, Wak 
顕微 鏡 下 で は , 770A, 7A, N4ay 7 AVY V+ 4 PSORMAU, 開放 = コ 
ル 下 で は 帯 福 黄 色 に 汚染 され て 区 別 し が た く , また 交 双 ニコ ル 下 で は , 複 屈折 の 異状 に 高 
WIMAE EL, stage の 箇 転 と と も に 褐 黄 か ら 暗 黒 に 変化 し , 前 記 三 鉄 物 相 瓦 の 区 別 は 勿 
論 の こと , 時 に は 和 考 渋 色 る 福 黄色 以外 の 色 を 温 え て , 葵 マン ガン 鉱 と の 区 別 も 困難 に な る 
こと が 多い (第 6 図 , 7,8) 。 鉱 層 ぎ わ の le 載 的 低 品 位 の 鉱石 や (第 6 図 , 12), BRK 
ARAL ED < MIRC, 主要 鉱石 中 の 明か に 区 別 で きる マン ガン 鉱物 の レン ズ 状 (第 6 
BI, 9,10), ERD aggregates の 場合 は , 鉱物 相互 の 区 別 は 容易 で ある が , か ゝ る 場合 
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#132 (No.5: _ は むし ろ 副 的 で , 要する に 主要 灰色 鉄 石 の 透過 顕微 
No プン 鏡 下 で の 研究 は 非常 に 困難 を 伴う の が 普通 で ある 。 
. 然るに 大 谷山 鉄山 の 代表 的 鉱石 を X 線 和 廻 折 計 に か け 
Go I Mineral 

た 結果 は , HAR 2~4 の 通り で あり, これ を 整理 

350 i eevee Ce) ee ee gaa? 
3.29 6 ” この 結果 に よる と , TERPS RTY ERMAN TO 
Gh : REDE (G64 2, 第 1 表 No.2) は , 
2.357 9 2 F7UBEERDLL, COWEN HA, Bev 
ea 1 ガン 鉄 , 緑 泥 石 お よび ザク ロ 石 を 伴う こと が 明らか 
1.809 6 ” に な り , RAY AY R(B4N3, B1# No. 3) 
fees Wh oe ; で は , F70H, SSMGEERE LC, Bev w 
fees ; Yh, MERBLUV IAT ARE, チョ コレ ー 
Lo | & ” bk (44, Blk No.4) G4, F7UGAM 
reise ; ERD C, LOUDATHA, Bev oy h BS 
oi | & ” 類 , MIEHB LUV IF AGREES I LMM SAN 
cee e ; な つた 。 MUD v Hv ROX GIGLI 


LV OMA GMM, F700, SRBOtH 
EMMRTSILICEOTC, 先 に 述べ た 一 種 異 様 の テ 
第 4 RARUEEO X Se 


‘eee T " r | _ 


| 
[earn cc eee ce me Omer, v aw! Le AMSUNE ane Creme pire NTE 


(Lae eth ANE aR cube te Vee SPO Pec 
4 
Buenas me tur lorem, Why! | 


1 cit 1 
90 60 70. 60 $0 40 30 30 70 20° 


1 : EVN ERCS, 2 : ARIK ARO, «3 RB (FaaL— Peo 3 
el), 4: チョ コレ ー ト 鉄 5 > RPT IY y Bk. (使用 条件 Radiation : 

Fe, Filter: Mn, KV: 30, MA: 10, Scanning speed : 2°/min, Slits 
Dives Ii Slits Div 50:2° em nallescale R00 DS UG) 
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7 OA, 25 7 RD FLEAS X ARAIZ AB 4) CY MEAS SZ LE DNZRAREAL CEP UK 
の 機会 に 述べ た い 。 AF70A, SRR), va7xzge), v~varv Gh, Heavy 
BYR), マン ガン ザク ロ 石 民 ) 等 の 同定 に は 夫々 の 引用 文献 を 参考 に し た 。 


7. RMBTDOv th 


TIF VY BSH OMOEA RRRIERERT 0 第 5 図 ブラ ウン 鉄 の 産 状 
BLS LANL FRG — } OM OF — Pp ANE REE 
に , AX 1~30 #, EX 1~100 Homie wz RERIRT 70 v GK 
ATED AR SEARO BEERS 7 LC 断続 的 に 
SET 5. HATA Clk, BOA ROHLA MC 
NORE, BV AVE, ザク ロ 石 の 徴 品 が 増加 し 
D>, 遂に は これ ら の 比較 的 粗 灯 質 集合 と な り , こ 
れ に 透 角 関 石 が 加わ つて か ら , ブラ ウン 鉱 部 に 移 化 
し , ZOPRE VY AY ABORMRARMWY COZ. RHEE TOT FU Yost GEM 
1, 2) RAF DCE, 0.001~ 0.05 AO HR, MIR, ARMAUEE EL, CHS Wwe 
BUT: 不 規則 の 0.001~0.3 HEAD FIR LERAICMLIZ. RABE EL, 反射 多 
色 性 , 異 方 性 は 認め らち ら れず, 標準 試薬 に は いづ れる も negative CH), BHMEELE 
い 点 が 異 る が , これ と て る ゃ も 細 く て 見 逃し 勝ち で ある と Short) に は 記載 され , 概ね ブラ 
TY ROVER ELT Zo 

ZN ESR Od HG RIL 4 5, 第 1 表 No.5 の よう で あり , 8.51A の ピー ク を 
除け ぽ , ブラ ウン 鉄 の 既知 資料 0) と ょ よく 一 致す る 。 虎 皮 状 の 産 状 が 面白 く 且 つ マン ガン 
鉱床 で 黒色 硬質 鉄 石 を と みる と , すぐ 硬 マ ン ガ ン 鉱 と 思い 勝ち で あぁ あり, さら に 本 録 床 は る も と 
より 徴 飛 動力 変成 帯 中 の 他 の マン ガン 多 床 中 に 今後 多数 見 出さ れる こと と 思い ,『 こ > ゝ に 併 
せ て 報告 し て お (0 


8. KASS 

役 弱 動力 変成 帯 中 に あぁ つた 凄 マ ン ガ ン 鉄 を 主 よ と する 鉄 石 が 接触 変成 作用 を 受け , 周囲 の 
母 岩 が ホル ン ヘ ルス 化す る と , 座 松 鉱床 の 如き テ フ ロ 石 を 主要 鉱石 鉱物 と し , <THE, 
Bev AVGLERME Ls RV YAN ARYER bORGRICAILT LBA る 研究 者 や 13) 
る 多い 。 こ の こと が 真 で ある か どう か を 決定 する 目的 を も 含め て , 筆者 は わざ わざ ぎ ざ 役 弱 動 
力 談 成 帯 中 の 銚 床 を 検討 し て きた の で ある が , 以上 述べ た よう に , 決し て 主要 鉱石 の 主 成 
分 は 炭酸 マン ガン 鍼 で は な く , PBROLAERS KE -MMLE LAF 7 uALEMAL 
する と いつ て る も 過言 で な い 。 し か も この テ フ ロ 石 や バラ 畑 石 の 大 部 分 は , 先 た に の べた 鏡 下 
の 性 質 か ら 炭 酸 老 化 の ぁ る 階 程 に ある も の と 推 府 され る 。 

この 炭酸 塩化 の 方 向 が 問題 を と く 鍵 に あたる と 考え る 。 即ち GI) FIA, TMG 
が 先 に あぁ つて , これ を 姜 マ ン ガ ン 録 が 交代 し て いつ て いる の か , (2) Bev Hy BREA 
HOT その テ フ ロ 石 化 ) バラ 灯 石 化 が 行わ れ て いる の か が 問題 で ある 。 Mic i (2) WH 
で あぁ ある と すれ ば ぱ , 微弱 動力 変成 作用 で も 既に 凄 マ ン ガ ン 鉄 の テ フ ロ 石 化 と バラ 尋 石化 が 相 
当 進 行 し , これ に 接触 変質 作用 が 加わ る と , も つと 明 須 に テ フ ロ 石 化 と バラ 姓 石 の 生成 が 
ST XNGZLIBRANSM, 詳し く は 今後 な お 一 層 検 討 し た い 。 ま た マン ガン 分 の 根源 に 
つい て は , 現在 の と ころ , 母 岩 と 同時 堆積 の 可能 性 が 強い と 推察 し て いる が , な お 結論 を 
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HIVE BOTW 0 
Ys US > び 


大 谷山 鉄山 の 地質 鉄 床 の あら まし を の べた 。 EKBAM SK ESM BET OK 
VV HV RRAOLERAMAIL, 従来 か ら 一 般 に 炭酸 マン ガン 鉱 を 主 と す る と され , K 


IW F7 VV RO rm HEB GNI AELE, PRIA VY HW VGBHRYSo 2. 
同左 。 3. Faaqmve- EEO IT ABE Od= ESKER da) 。 A. 同左 。 
5. チョ コレ ー ト 鉄 の 透過 顕微 針 的 組織 , ヤコブ ス 鉄 に と む 黒 色 締 状 部 と これ 
eA Bey AYR ( 灰 自 色 ) の 徴 脈 (開放 = コル )e 6. fA (Rat 
ル ) 
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第 6 & (II) 


7. FIURKLERBS (右上 ) 

と も に 帯 宰 黄色 に 汚染 され , 相互 の 区 別 や を N HE 

Wo この サン プル は まだ 判り 易い 部 類 で ある (開放 = コル )。 8. CS 
ニコル)。 9. テ フ ロ 石 質 人 久石 。 殆 ん ど テ フロ 石 の みな から な り , 細か い ホ ルン 
AW ARSE BISEX 1~2mm の レン ズ 状 体 で ある 。 こ の 様 な 変化 し な い 美 
し い テ フロ 石 集合 は 極め て 稀 で あり , 少量 し か 産 し な い (開放 = コル )。 10. 
同左 (交叉 ニコル)。 11. 鉄 層 の 下 盤 に くる 含 ザ クロ 石黒 色 粘 板 岩 (開放 ニコ 
Vo 12. Bry Avo ( 主 に 左下 ), <7 (EKAE) 質 鉄 石 , 比較 的 
(SEAL Clk OFBO EL FIN THBOKIMNLAR CHS (RR= 3) 
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マン と 呼ば れ て きた が , CHUEBBRAROF 7A, NTA, Bev ay BSORL 
の 区 別 が 判然 と つか な か つた た めで あろ うと 筆者 は 思 つ て いる 。 (ERRATA Mahe 
鍼 で は テ フ ロ 石 を 全く 欠く か まな た は 僅か に 含み , 銚 物 相 互 の 区 別 は 容易 で ある )。 この 原 
RIL EBRADKAMDOFT 7 VBR TARE HY BICDS SEI HSM, また 
k= DHORICSSVORBW?Y LIBS So FEKFWAWBERKEBA EAR 
的 に 検討 し た 結果 は , WIRE TY BENEATH SR, 主 成分 は むし ろ テ フロ 
石 で ある こと が 判り , 栗 色 鉄 や チョ コレ ー ト 銘 で も テ フ ロ 石 を 基幹 と し て いる こと が 有明 ら 
か に な つた 。 従 つて 炭 マ ン 鉄 床 の 名 称 は 不適 当 と 考え る 。 さら に テ フ ロ 石 , バラ 交 石 の 奏 
VV AV OMEBIEAL ROD, Bev aAvROF7 Alt, 2 TRALEE L TSO 
か が , 成因 を 解く ーー つの 鍵 と みな され る が , これ に つい て 今後 一 層 の 検討 を 加え た い 。 な 
BAUS RIED 7 FY v GRO PER EERE BE CRE Lo に 3 

Mad : 筆者 の 内 地 留 学 中 本 研究 に つい て 御 指導 を 頂い た 東北 大 学 竹内 常 彦 教授 お よび 
X 線 に つい て 御 助 力 を 頂い た 小川 四郎 教授 に 深く 御礼 遇 上げ る 。 また 現地 で 種々 お 世話 頂 
RABI AR BR 福士 , 茂 市 の 各 人 鉱山 の 方 々 , お よび 調査 当時 の 大 谷山 鉱山 長 水 
田 甲 太郎 氏 に は 負う と ころ が 多く , この 機会 を か り て 深 甚 の 計 意 を 表す る 。 
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8) 桜井 欲 一 , 長島 弘 三 , 高須 新一郎 , Shin, 2, 407~412, 1956. 
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仙台 周辺 の 新 第 三 紀 火 山 活動 の 研究 (1) 
— 高 館 層 に つい て 一 - 


Study of the Neogene volcanic activities of 
Sendai and its environs (I) 
-———~ lakadaté formation == 


H HY B& J] (Keidi Oide)* 


Abstract : The Takadate formation (lower Miocene) is distributed in 
the northern part of the Abukuma plateau. This area is an upheaval (or 
not-subsiding) zone through the ‘‘green-tuff period’’, defined by the Futaba 
fault, the Kagitori-Okubusi line and the Morioka-Sirakawa line. 

The Takadate formation covers the Tsukinoki formation conformably, 
and is composed of volcanic rocks as follows : olivine-basalt, hypersthene- 
basalt, bytownite-basalt, (pigeonite) - augite - hypersthene - basalt~ andesite, 
augite - hypersthene - andesite (P. series), augite-hypersthene-andesite (H. 
series), hornblende - andesite, and hypersthene - hornblende - rhyolite. 

These volcanic rocks are the products of fissure eruption along the two 
upheaval mobile zones extending from south to north. 

It is concluded that the Takadate formation, as well as Ryozen for- 
mation, is the products of the igneous activities related with violent 
fructuring movement of the earth crust in the originating stage of the 
“green-tuff region’’. 


Loo Ap & 


仙台 市 の 南部 地域 に は , FORESRUAEY SAU KUMAR» と ょ ぼれ 
て きた 地層 が 広 く 分 布 し て いる 。 こ の 地層 は , 主として , ERED DEREK SX 
DKWEBABLUBAICLOTHRAN THOS. BHT + GC, その 層 位 的 な 関係 を 明 
ら か に し た うえ で , この 地層 を 高 館 層 と よぶ こと に する 。 

高 館 層 を 構成 し て いる 山 岩 類 は , これ より 南部 に 分 布 し て いる 填 山 火山 砕 選 岩 層 4;5) 
と と も に , この 地域 に お ける 中 新 統 の 下部 層 を 形成 し , 多く の 点 で 東北 日 本 で は 特異 な 存 
在 と し で 注 月 され て きた 。 と くに 筆者 あら は , 最近 , これ ら が 阿武 隈 区 と いう 3 特殊 な 構造 区 
を 背景 と し , グリ ンタ フ 地 向 斜 の 形成 期 の は げ し い 断 裂 運 動 に と も な つた 火山 活動 の 産物 
tlt, 1ODBAK BRL CwZAERBLI 6 し た が つて これ ら の 火山 岩 類 の 
岩石 学 的 な 性 質 を 明らか に する こと は , 岩石 学 に 対し て ば か り で な く , TV VF 7 HRA 
体 の 問題 を , その 発生 に さか の ば つて 解明 する うえ で , 1 つの 買 献 で ある と 考え る 。 穫 者 
は , グリ ンタ フ 地 域 の 火 成 活動 の 研究 の 出発 点 よ として, 仙台 周辺 の 新 第 三 紀 火山 活動 の 研 


* 東北 大 学 教養 部 地学 教 密 
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BRELYDW, その 一 環 と し て , BRIN SOKWAMOMEL HH ED TE Ko & 
ゝ では, EL LC, 高 館 層 の 分 布 と 岩石 学 的 な 性 質 の 概要 を 報告 する 。 

この 研究 に 当 た つ て , た え ず 御 指 導 を いた ゞ いて きた 八木 教授 > お よび , 日 頃 御 教 示 や 
御 討論 を いた ゞ いて きた 仙台 団 研 グル ー プ の 方 々 に 心から 感謝 する 。 


2. 高 館 層 の 層 位 に つい て 

従来 , 高 館 層 は 槻木 層 お よび 茂 寿 層 の 下部 と 同時 異 相 の 関係 (あるいは 指 交 関 係 ) に あ 
る , と いう 1 つの 療 え が 支配 的 で あつ た りり") 。 し か し , 筆者 の 調査 結果 で は , これ ら 3 つ 
の 地層 は どこ で る も 上 下関 係 を 有 し て いる こと が 明らか に な つた * (第 1 図 )。 

すなわち , この 地域 に は , 第 三 系 最 下 部 層 と し て , De - Vila: Bika: BRRE 
の 士 層 か ら な る 地層 が 広く 分 布 し て , THE MORB St BRREAICH > OTWSo 
この 地層 は Eostegodon pseudolatidens, Comptoniphyllum naumanni 7 & OAYEE 
石 を 含み , 中 新 世 前 期 に た 属す る も の で ある こと は すでに 明らか な と ころ で あぁ あぁ るり )。 ま 
た , この 地層 に は 厚 さ 1m へ 数 10m の 流 絞 岩 質 凝 灰 岩 部 層 が 挟ま れ て いる 。 し た が つ 
T, これ を key bed と し で 道 跡 す る と に れ ょ 9 数 m~ R10OMm bres, Kier 
いし 去 武 岩 質 角 奏 岩 お よび 状 岩 を 主体 と する 地層 が 整合 に 重 な つ て いる 。 し か も , CDE 
直 的 な 岩 相 変 化 は どこ で る 急激 で , その 境界 面 は ほ ゞ 同時 面 と し て 広く 追跡 する こと が で ・ 
きる 。 こ で 筆者 は , この 境界 面 を 以 て 2 つの 地層 を 区 分 し , TRORBtHARB, 上 部 
の 大 山 砕 層 岩 類 を 主体 と する 地層 を 高 館 層 と し た (第 1 図 )。 8 

槻木 層 と 高 館 層 の 聞 に は , この よう に , 火 山 活動 の 性 質 に 関し て 大 き な 転 換 示 認め られ 
る 。 すなわち , 槻木 層 の 堆積 時 に お いて は , PBA RUBOKML, か な り 激 し い 流 紋 岩 
の 活動 に よ つ て 特徴 づけ られ て いる の に 対し て , 高 館 層 の 時 期 に 至る と , VB OWENS 
WLEAEIEA, か わ つ て 大 量 の 去 武 岩 質 マグ マ の 活動 が は じ ま つ た 。 

高 館 層 を 構成 し て いる 基山 砕 選 物 の うち , 細 粒 の 部 分 は か な り sorting を うけ て 層 理 
も よく 発達 し , と くに 下 半 部 に お いて は , 砂岩 ある るい は シル ト 岩 の 薄 層 が 挟 在 し て いる 。 
し た が つて , 槻木 層 の 堆積 環境 灯 が が , 少な く と る も 高 館 層 の 堆積 初期 まで は 残 つ て いた る 
の と 考え らち られ る 。 し か し , 高 館 層 に は 化石 は 含ま れ て いな い 。 高 館 層 は , その 北 縁 部 と 西 
縁 部 に お いて , 茂庭 層 あ る い は 旗 立 層 に よ ょ つて, 一 部 で は 整合 に , 一 部 で は 不 整 合 に お > 
われ て いる 。 と くに 北 緑 部 の 名 取 川 沿 早 で は , 人 来 田 と 赤石 周辺 で は 不 整 合 で ある の に 対 
LT, その 間 の 其 寿 付近 で は 整合 で ある 。 し か る も , 不 束 合 現象 の 見 られ る 地域 は , いずれ 
る 南北 に 延び た 2 列 の 隆起 帯 に 属し て いる 。 こ の こと に つい て は 後 で くわ し く の べ る 。 


3. JK UNE O GER AE 
FB SRL TOS AUB, つぎ の よう な 9 つの 型 に 分 類 さ れる 。 こ ゝ で は , そ 
れ ぞ れ の 型 の 一 般 的 な 頭 役 鏡 的 性 質 に つい て の べ る こと に する 。 3} 
か ん らん 石 玄武 僅 この 型 の 岩石 に は , HLL, か ん らん 石 の 他 に 普通 輝石 と し そ 
灯 石 を 含む も の , 普通 放 石 だ け を 含む も の , BLULZMERUVESEYO> 3 種 が あ 


* この こと に よっ つて , 槻木 層 の 堆積 時 か ら 炎 山 活 動 が は じ ま つ て いる 事実 を 舟 定 する 
も の で は な い o 

** 藤田 ら (1960) は これ を 半 峡 半 淡 水性 の 潟 と 考え て いる が , これ に は ま だ 問題 が 
残さ れ て いる よう で ある 。 
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So 一 般 に 伏 長 石 と 磁 鉄 鉱 を 斑 品 と し て 含ま な いか , ある い は 含ん で いて る も 極め て 少量 で 
ある 。 か ん らん 石 は 2Va=90°~ 84° で , まれ に 指 帯 構 造 が 発達 し て いる 。 し そ 畑 石 の 反 
ISEB L, 部 分 的 に ある い は 完全 に 緑 泥 石 と イデ ィング ス 石 に 変質 し て いる こと が 多 
Wo SRR 2Vy=58°~51°, cAz=43° で , BHD SVL k C5 
HEL TW Bo LEMAIE 2Va=78°~65° で , 不 規則 な 形 を 示し , BRO RARER EK 
イキ リ チ ッ ク に 包 有 する こと が 多い 。 石 基 は 一 般 に 完 Hh AC, 粗 粒 な intergranular 
texture At. MHA (An76~56) の 他 に , すべ て の ば ぁ あい , PAMEEG (2Vy—56°~ 
49°) LL ZYER (2Va=77°~64°) と が 単独 に 共存 し て いる が , 量 は 前 者 の 方 が 多い 。 
RBG BRR FIVEKR-ARMA BLUSROLZRABACAFENT 
る 。 こ の 型 の 岩石 は 主として 地域 の 南 郎 に 分 布 し て いる 。 

普通 輝石 玄武 雰 黒色 , 粗末 の 岩石 で , DAK Mit CHR (30% +) O* 
長石 の 他 に , 完全 に 緑 泥 石 と イデ ィング ス 石 に 変質 し た か ん らん 石 の 仮 像 と 普通 煙 石 と を 
@hOWBo PRISER LL CAFE L too MRA An 91~68 で , 周縁 部 に 限っ 
CRERBELAT 9 MEAL 2Vy=58°~44°, cAz=43° で , PREF L TH 
Ath, CV AV MRO LUYY TY RAR RAO RV Rima EN TS. EX: 
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CUFT y HAL MRO REL LCOFETSZIOL MHZ. BHO intergranular 
texture を 示し , PHERA~ BRERA, MAYA, RAK, ZI ANIA, BLUE 
Am EI EOCHMAN TOS. MARGE L Clk, BRED 6 IADR EOE 
L7G (2Vy=53°~37°) の 他 に , SHOU U AVHRR (2Vy+0°) 示 共 存する 。 

し そ 畑 石 玄武 黒色 , 粗 料 の 岩石 で , DHHILMD TLRs Mit L CIARA 
最も 多く (25 % +), 他 に し そ 輝 石 と か ん らん 石 が 含ま れ て いる 。 た ご ゞ し , か ん らん 石 は 
少量 で , し か る も 完全 に 緑 泥 石 と 方 解 石 に 変質 し , し そ 尋 石 の 反応 緑 に お ゝ われ て いる 。 し 
NEA OBERIX—IRISNS €, 2 g=71°~65° で , すべ て ピ ジ オ ン 交 石 の 反応 緑 に 包ま 
れ て いる 。 MHRA An 85 へ ~55 で , 周縁 部 に いち じ る し い 累 帯 構造 が 発達 し , ガラ ス あ 
る い は 塵 状 の 包 有 4 物 を 含む こと が 多い 。 石 基 は 粗 粒 な subophitic texture を 示し , AE 
A (An68~43), Lia (2Va=66°~63°), BAYER, 磁 鉄 鉄 , お よび か な り 多 量 の 
ガラ ス と 緑 泥 石 な どか ら 成 つて いる 。 MA AICOW Cl, SG (2Vy=—48°~ 38°) 
DUZEG t MITCH T Si2SL, ビジ オン 畑 石 質 普 通 輝石 ン ピ ジ オン 交 石 (2Vy= 
32°~0°) BL SHAD RISRETWML CHET ZIZBOL BSS 

BRRAY Kia (OD ealsbt UCKE (20~30%) OMRARUGESA TSO 
Mx Apidos PRICK ¢,An94~52 で あぁ る が , その 大 部 分 は 亜 灰 長 石 に よ つ て 占め ら 
れ て いる 。 こ の 他 に , 緑 泥 石 , 方 解 石 , イデ ィング ス 石 な ど に よ つ て 完全 に 統 換 され た か 「! 
ん らん 石 の 仮 像 が か な り 多 量 含ま れ て いる 。 この 仮 像 は CU AY PPR RY enw 
So AAix PHi~M ALD intergranular texture を 示し , MRA (An50~34), MAE 
A, PERS HA, TV ARSVA, RUDEOR FARE EDCHRAN TOS. M 
SRE L Clk, SG (2Vy=49°° 39°) LUV AVHRR (2Vy=0°) E gE See 
に 共存 し て いる 。 石 基 に 多量 の 方 解 石 を 含む こと が この 型 の 岩石 の 1 っ の 特徴 で ある 4 
( ピ ジ オ ン 畑 石 ) SARALCBALRE~ RUE この 型 の 岩石 に つい て は すでに く 
わし く 報 告 し た ぷり 。 EYL, この 型 に 属す る も の で , MHEG (2Vy=—53°~50°, B= 
1.690) > Cv Ay IRG (2Vy=0°~12°, B=1.697) — SHE (2Vy=—50°~46°, B= 
1.697~1.700) な る , SHORMMREST SEE SUC RARHETS (SHEE 
東方 2km OAM). CDIZSW, BHLOMAIRAILT ~ CAKE (2 Vy—43°) で , 
多量 の クリ スト バル 石 を 含ん で いる の が 特徴 で ある 。 UL CHABEY TRC UV ty 
右 の 反応 緑 で 包ま れ て いる 。 こ の よう な 岩石 が 存在 し て いる こと は , EREO#HRORIL 
LC, 筆者 が すでに 報告 し た 煙 石 の 品 出 順序 を 裏付け る も の で ある 。 

SEROLtBAR WA (P. 系 列 この 岩石 は 分 布 が 最も 広く , KBE, MES, 
一 筑 に 薄く , 広く 流れ て 分 布 す る 傾向 を も つて いる 。 斑 品 が 極め て 少な く ) EHS 
に 近い も の も ある 。 BAOMIMLNAA, YS, LZMG, & k Uti TO RORGE 
BRE CH So MRALAMIREROWKRAC, SUAS RB, まれ に , 
AS BEMOLS wo, BKRARKEMRL TOZLEMSSo WHR 2yH—54°~ 
40°, CAZ=43°~41° で , RMT ART 5 Zi, LAS AMA MEST v FRGO Ev 
反応 縁 に お ゝ われ て いる 。 ビジ オン 石 は まれ に 単独 の 小 斑 品 と し て る も 存在 する 。 LEHR 
石 は 2Va=70°~55° で , FXRTEY TY AKA E NAOT Vo 


* 久野 (1950) DEY AY RARER. LE LEMME H 系 列 と 覆す 。 
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BAILA, MAD pilotaxitic texture を 示し , PHER, WER, vy ty 
MARLEY ty RAR RARE DSR), その 他 に , か な り 多 量 の 磁 鉄 鉄 , BR 
BOB よび 方 解 石 を 含ん で いる 。 ま れ に 役 文 象 構造 を 示す 。 

SBRALCBASWA (A. 系 列 ) この 岩石 は 岩 脈 状 の 小岩 体 と し て 産 し , 分 布 は 溢 
Wo どこ で る 6 角 の 柱状 飾 理 が が 極め て よく 発達 し て いる 。 琉 上 品 と し て 信長 石 , ZA, 
HHA, BLUBRRESA CHM, & CKARADERS(, 全容 量 の 30 % 近く 
| に 及 ん で いる 。 MHRA An 91~50 で , 極め て 不 均質 で , い ち じ る し い 累 帯 構造 が 発達 し 
て いる 。 ま れ に 貝 喰 状 に 融け , 極端 な 融 触 形 を 示す 捕獲 結晶 六 存 在 す る 。 立 通 煙 石 (2 Vy 
=53°~39°) は 均質 で , 反応 緑 を も た な い 。 し そ 輝 石 は 2Va=77~68° で , BRR 
が 発達 し て いる 。 AALPMO intersertal texture を 示し , PHERA THA, BH 
Ea, 磁 鉄 讐 , 方 解 石 ) お よび 多量 の 淡 福 色 の ガラ ス な ど に よっ つて 構成 され て いる える 。 BG 
DF b CEL EHAOHMLSAUCKECH So LSA 2 Va=72°~62° で , 一 般 
に 長 柱 状 を 示し , WEG (2 Vy=50°~40°) と 平行 連 品 し て いる も の が 多い 。 

普通 角 関 石 安 山 満 K~KREOLBKEAC, AAMRA LMAO 2 Diab, A 
BRL CHMS SIX Av. Ht LCA, SERS, LRA, 磁 鉄 鉄 な ど 
を 含む が , WINDVD CLECH SZ. HRA An60~41 で , 一 般 に 自 形 度 が 高く , 
均質 で ある 。 HARA 2 Va=—83°~€8", cAz=11°, X’=Kiniets, Z^ 三 濃緑 福 色 
で , 常に オ パ サ イト 縁 を 有 し て いる 。 LSA) ~ BER EBM L, 2Va=7l° CH 
Bo 石 基 は 微細 みな pilotaxitic texture を 示し , MHRA (An46~41), し そ 輝 石 ( 針 状 
ih) BGK, BBA, 及び 淡 礼 色 の ガラ ス な ど に よっ つて 構成 され て いる 。 ま た, この 
他 に か な り 多 量 の 炎 灰 石 が 存在 する 。 根 方 の 石切 場 産 の も の は , SHOE MBE aS 
よび 捕獲 結 品 を 含み , それ が 寂 集 し て いる と ころ で は , SAMO 50% 以上 を 占め て いる 。 

Lé@AtB@aNamhs 誠 岩 と し て か な り 広 い 面積 を 占め て 分 布 し て いる 。 場所 に 
よ ょ っ つて 著しく 肉眼 的 性 質 を 異 に し て いる 。 すなわち , BA, ガラ ス 質 で 黒 よ う 岩 状 の と 
ころ , 灰 へ 白色, ち 密 で 流 状 構造 の よく 発達 し て いる と ころ , 多孔 質 の と ころ , あるいは 
spherulite が よく 発達 し て いる と ころ な ど が ある 。 し か し , 鏡 下 の 性 質 は ほ ゞ ーー 様 で ある 。 
Mac L CARA, BH, WSR, LZR, BURGE LSE HRA An 
50~34 で , 律動 型 の 累 帯 構造 が よく 発達 し て いる 。 ARTS CHMMBERL, ガラ ス 
の 包 有 物 が 多い 。 普通 角 関 石 は 2 Vg 一 62°~69°, cAz=10°, X’= 淡 福 緑色 , Z^ 三 濃 
RAC, ENICTSY 1 SBREBTo UZ MAIE 2 Vg 全 55°~50° で , 部 分 的 に 緑 泥 石 
に 変質 し て いる 。 石 基 は すべ て ガラ ス 質 で , 真珠 構造 の よく 発達 し て いる 部 分 が ある 。 


4. 地質 構造 と 火山 紹 の 分 布 


以上 に の べた 9 つの 型 の 火山 岩 の 1 つ 1 つ に ついて, その 噴出 順序 を くわ し く 確 か め る 
CECH AW. た だ し レ 7 大 きぐ 分 けけ で まず ば は ば じ めい に 流 政 岩 が 引き つぎ で いて 各種 の 玄 
武 岩 が 活動 し , 最後 に 大 量 の 安山岩 が 噴出 し た こと は 明らか で ある 。 こ れ よ り 先 , BAB 
の 堆積 中 に お いて , すでに 大 量 の 黒雲 母 普通 角 欧 石 流 紋 岩 が 凝灰岩 と し て 活動 し て いる 
MW, こ ゝ で は これ に つい て の 記載 は 省略 する 。 fb 

第 2 図 を 見 る と , 高 館 層 を 構成 し て いる 各種 の 話 岩 が 南北 に 延び る 2 列 の 帯 を 形成 し て 
分 布 し て いる こと が 分 か る 。 す な わ ち , 1 つ は 双 薬 破砕 帯 に 沿う 地帯 と , 他 は 船岡 の 西部 
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と 赤石 を 結ぶ 巾 2~ 3 km の 地帯 で あぁ る る 。 これ ら 2 列 の 帯 は その ま ゝ 南 に 延び て , PR 
隈 地域 に まで 及 ん で いる 。 この こと に つい て は すでに 等 者 ちの が 指摘 し た と ころ で ある 
が , こ ゝ で 興味 の ある こと は , この 帯 が いずれ る 基 路 の 隆起 し て いる 地帯 に 一 致し て いる 
こと で ある 。 西側 の 芝 が 隆起 帯 で ある こと は , 赤石 周辺 の 地質 に よく 反映 し て いる 9。 こ 
の 付近 の 高 館 層 は いち じ る し く 前 劉 作 用 を うけ て , HEBD SHOE ROR 
に お ゝ われ て いる 。 し か る も , この 春 岩 は すべ て 高 館 層 の 僚 山 岩 に よ ょ つて 構成 され て いる 。 
さら に , 赤石 付近 を 通る 東西 の 地質 断面 を 見 る と , COMMER, HOE, 網 木 層 な 
どの 海 成層 の 厚 さ が 急激 に 収 作 し て いる 。 また, これ より 南部 で は , この 隆起 帯 の 西側 に 
分 布 し て いる 族 立 層 が , 至る と ころ で , 東側 の 高 館 層 に 向かっ つて アバ ペッ ト し て いる の が 見 
られ る 。 さらに, この 隆起 帯 の 東側 に は , ESTEE, SA, 船岡 , 角田 を 結ぶ 線 に 沿っ て 
南北 の 構造 線 が 存在 する 。 HAO EE, DO, 断層 な ど と , 場所 ご と に 異な っ て 
いる が , この 構造 線 は 明らか に 隆起 帯 を も た らし た 運動 に 関係 し て いる る の で ある 。 この 
境 造 線 と 隆起 惑 を 南 に 延長 し た ば あい , 阿武 隈 山地 に お ける どの よう な 基 般 棋 造 に つなが 
つて いく か は こん ご の 問題 で ある *。 地域 の 北東 部 に お いて 竹 岩 の 密集 し て いる 臣 が , WE 
破砕 幕 に 沿う 南北 の 細長 い 隆 起 帯 の 延長 に 当たる こと は 明らか で ある 。 

これ ら 2 つ の 隆起 惑 に 挟ま れ た 地帯 に 関し て は , RC, 槻木 層 の 堆積 会 地 の 形 成 に 当 た 
つて の 沈降 量 が 大 きく, その 中 央 部 で 同 層 が より 厚く 発達 し て いる 事実 が ある 。 こ の こと 
に つい て は , 謙 田 ち に よ つ て も すでに 指摘 され て いる と ころ で あぁ ある”。 し た が つて , HERE 
BO XU, これら 2 つの 隆起 帯 に よ つ て 表現 され る 変動 薄 に 沿 つ て 上 上 昇 し て きた マ 
グマ の , fissure eruption に よる 産物 で ある と 療 え られ る 。 事実 , 破砕 帯 に 沿 つ て 存在 す 
OEE A SUNT ERD ATMA FT CMR XN Zo 

PORN C SEU KIER SEL EARL COS KUO A, ARE BAO 
大 きく 対立 し て いる 事実 に つい て は , すでに 指摘 し た と お り で ある 9。 thobd, wAB 
AB LBA LEE OEE AMRIT, Lash, BRIBE IZEHAC & ps 
ん ちん 石 を 含む 岩 種 まで 存在 する が , それ に 対し て , 少な く と る 阿武 隈 川 以 北 に は この + ょ 
う な 型 の 岩石 は 全く 存在 し な い 。 一 般 に , 高 館 区 に は 結 品 分 化 の 進ん だ 着 種 が 多い の に 対 
LC 寺山 区 で は 本 源 マ グマ に より 近い 岩 種 が 医 府 で ある 。 そ れ に 加え て , WAC 
きのみ に 存在 する 。 こ れ ら の 事実 は , 岩石 の 成因 に と つて 重要 な 問題 を 含ん で いる と 療 え 
られ る が , それ に つい て は 改め て くわ し く の ベ る 。 


5| 用 x m 
半沢 正四 郎 ほ か , Sci. Rep. Tohoku Univ., 25, 1~50, 1953. 
ATH Bt], 地質 , 62, 387~395, 1955. 
休 合 団 研 ダグ ルー プ , 地球 科学 , 37, 6O~66, 1958. 
RHA, 東 教 大 研究 報告 ) 3, 55~64, 1954. 
八島 隆一 , 福 大 理科 報告 ) 5, 31~43, 1955, 
生出 慶 司 , AYESLHN, 地球 科学 , 50-51, 36~55, 1960. 
RAB, 木野 崎 せ つ 子 , 地質 , 66, 297~304, 1980. 
AEWA], 地質 , 65, 343~348, 1959. 
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A tthe) | PaO ADRS ° BEG —S4 bh (追補 ) 
一 特に 副 成 分 鉱物 と し て の 磁 硫 鉄鉱 , フエ ライ ト に つい て 一 


Olivine gabbro, olivine norite in the vicinities of Horoman 
river in southern Hidaka metamorphic zone (Appendix) 


— Special reference on some rock forming 
accessory Opaque minerals — 


we 井 42 (Hiroshi Asai)* 


1. HBAOE— FER BRM 


MBbMBe BRA —74 bik. 日 高 幌 満 地方 の オビ ラル カオ マッ プ 塩 基 性 岩 中 の 
比較 的 西側 に よ ょ つた 一 つの 覆 瓦 の 内 部 で その 東 に よ つ た 部 分 に 形成 され て いる 。 上 記 の 
岩石 及び その 周囲 の 講 岩 大 の 産 状 , 性 状 に つい て は 詳 述 し た の で こ ゝ で は その モー ド を 
AL, 更に この う 3 も ゃ も 不 矢 明 鉄 物 の み を と りあ ぁ あげ て , これ を 100% と し 不透明 鉱物 相互 の 
容量 % を 附 記 する 。 し か し て , これ ら 不 矢 明 鉄 物 ( 磁 硫 鉄鉱 , BH, フェ ライ ト , MAG 
Gk) の 講 性 状 を 検討 し , ENDOMESRMLOMBHETMANKSZIOL LTS. 


A MRAM Bia, 林 橋 石 ノ ー ラ イト に 伴わ れる 諸 冊 石 


1 AABE-ARABARRAERE 礼 色 角 際 石 (62.4 96), HRA (31.4%), 単 
ARE, SNE (3.296), ARAB (3.0%), (第 ユ 図 1). この うち 不 姿 明 鉱物 の 
み を 100% と し て の それ ぞ れ の 容量 % は , BERG (27.996), 黄銅 鉄 (38.8 96), 7 
ライ (33.3%), (第 2 図 1). 

2 225-—GA-HABA HREM HRA (52.8%), MA (21.296), 
Ree (10.4%), 石英 (7.8%), ABMS (7.8%), (第 1 図る 2). -DF5 SAMS 
物 の み の そ れ ぞ れ の 容量 9% は, BBG (51.89), BRAG (5.69), フェ ライ ト (42.6 
%), (第 2 図 2). 

3 PABEOFOKLOMREREdDVOBERAANRAMG AeA (43.6%), 福 色 角 
FIG (37.8%), SAKE (15.096), 7ARHERBGKY (1.996), 白雲 母 , SER (0.9%), 
YEA (0.8%), (第 1 図 3). 2DF5ELABARMDADENENOABE SL RRL 
11.59), フェ ライ ト (88.5%), (#283). 

4 #ERSHBALOOBGRNA/—S1h AA (34.4%), tat fapia (30.4 
%), SEA (29.8%), 不透明 鉱物 (4.5%), VEG (0.9%), (第 1 図 4)・ こ の うち 
AERO BIZOW COLNENDEE % は 磁 硫 鉄 鉄 (11.79%6), フェ ライ ト (85.3 
5), 福 鉄 鉱 (3.0 96), (第 2 図 4). 


* 北海 道 学芸 大 学 地学 教室 
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5 神 色 角 関 石 一 単 斜 殖 石 ノ 
ー ラ イト ARxA (59.8%), 
YER (AG : BAG 
4:1) (35.7%), t@&ARG 
(3.096), ARRAGK ID (1.0 96), 
スピ ネル , KVEA (0.5%), 
(第 1 図 5). 2D4 SARK 
物 の み の そ れ ぞ れ の 容量 % は 磁 
TRORGK (95.2%), 黄銅 鉱 (4.8 
%), (第 2 図 S). 

6 MHAMKE ABE ARN 
Bias NRA (59.8%), 
Bi (31.79%), Ri A 
(4.0%), 福 色 角 阿 石 (3.0 96), 
ASG (1,496), HSER 
(0.196), GB1M6). 205 
b AR EPAGK HID Z. D Ze at 96 UL ARG 
FRGRGK (75.5 96), FPAGK (22.0 
%), 福 鉄 鉄 (2.5 %), (第 2 図 
EN SS 


B RROD ia, BEE 
CA 


1HRAR Bin AERA 
71.996), HEE (22.2 96), 
BAAS (2.996), 不透明 鉱物 
1496), イデ ング サイ ト , 緑 
YEA (1.2%), BAKE (0.3 
%), tafaliA (0.196), (第 
381). この 3 もち 不透明 鉄 物 
の み の そ れ ぞ れ の 容量 % は , 磁 
PRGRGK (44.496), 黄銅 鉄 (1.1 
2%), フェ ライ ト (44.49), 
(35 4641). 

2 BEANE —S 
イト SA (73.6%), HE 
A (11.6%), fai (5.5 
96), SAAKR (5.596), BRIE 
A (1.8%), 白雲 母 , 黒雲 母 
(1.396), 不透明 鉄 物 , ジル コ 


— 


— Jn 


第 1 図 MRAM, MRA -74bK 
PDN SHEED €—F 
RO 
i 


vO 


of 
10/0 


1 SABE -ARAMIAR Ra, 2 黒雲 母 一 
BR—-SARA SRA RA, 3 SEO 
Tar opEkeint LOmMEAKARRAA 4 
iia tia’ > OMERRGI-—74b, 5 


EB NA-BAMG I-74}, 6 PALE 
128 — hea CFS DE a \ SRA, B 


fesse, C SRE, 
黒雲 母 , A= SE y 
CAV, 緑 泥 石 , 


DHAHA, E 
F Ak, G HG, M ス 
I Ais 


第 2 図 HOSA, BURG 7-74 bic 
PED bNSHAAROAREWRWHEDe— F 


1 TT | 
ai UTE + 
3 LETTE 
A 7.3 
5 0.00 
6 0.0 0 
10,96 
1-6 は 第 1 図 に 同じ , A Bepekek, B 
WGK, C フェ ライ ト , D got, MO 


BRIDRALT « 74 } ERR LE OAR 
比 の 価 を 示す 。 
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Ova 


1 HRAHIBE, 2 RASRARIEAD 
ー ラ イト , 3 27-5 Aaa Ee 
ee 4474 75 78E—-BEARA—H 
BEBE, 5 27415 7 HE—SHE 
A BEAR -Aaeteipe, 8 オフ 
ィ テ ッ ク 構 造 斑 炉 岩 , 7 Shea eahs 
Poa MAIRR 7-741, A giea, B 
mami, C SABA, DHAKA, E 
Beet) F hia, G スピ ン ネ ル , & 
YER, 477774), H ARR 


BAN MeaMBa MRA -74) 
DABS ED €— F 


Ve LN 
2 RE 


1~7 は 第 3 図 に 同じ , A Reps, B 
wee, C フェ ライ ト , D BRS, BO 
右側 の 数 字 は フェ ライ ト と 磁 硫 鉄 鉄 と の A 
量 % 比 を 示す 。 


ン (0.1%), (#382). 2D 
5 SDAEBRWDADEN EI 
の 容量 % は 磁 硫 鉄鉱 (27.1 96), 
フェ ライ ト (72.9%), (第 4 図 
2 

3 X5—-AABE-MEAM 
Wis WRG (MARA : SR 
A=4:1), (70.6%), BG 
(26.19%), AY Y RW (1.536), 
AES (1.1%), HRA 
(0.596), #@EfEBYH (0.296), 
($383). 2D5 BABAK 
物 の み の そ れ ぞ れ の 容量 % は 磁 
PERK (80.9 %), 黄銅 鉱 (14. 
29%), フラ イト (4:99) 
(第 図 3). 

4 オフ イ テ ツ ク 構 進一 礼 色 
AA REM Bia AA 
(57.8%), BAAS RG (23.1 96), 
HUE (10.5 %) ) , APG 
(5.0%), Mia (1.5 9), 
AAG (1.296), ゆう れん 
A (0.4%), スピ ビ ピン ネル (0.3 
%), BEE (0.296), (第 3 図 
4). この うち GWAR OA 
の それ ぞ れ の 容量 % は 磁 硫 鉄鉱 
(80.0 %), BeHIGk (13.3 %) , 
フェ ライ ト (6.5%), HGS 
(0.296), (第 4 図 4). 

5AII(FYCBE AE 

Ae AWA—-SAB AB 
Mis AUH(CBBBOdD 
の ) 及び これ に 伴う オフ イ テ 
Yo @ eas (相対 的 に 優 
白質 の も の ) 前 者 は 僚 長 石 
(63.096), Basi (24.0%), 
BTR (5.0%), faba 
(3.3 3), 7AHRAGKD (2.896), 
スピ ン ネ ル (1.8%), HRA 
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(0.1%), (第 3 図 5). この う 3 も 不透明 鍼 物 の み の そ れ ぞ れ の 容量 6 は 磁 硫 鉄 鉄 (83.9 
%), 黄銅 鉄 (12.7%6), フェ ライ ト (3.4%), (第 4 図 5). BISA (67.7%), 
PAR (29.396), 不透明 鉱物 (3.0%), (第 3 図 6). この うち 不透明 鉄 物 の みな の それ 
ぞ れ の 容量 % は 磁 硫 鉄鉱 (59.4 %), 黄銅 鉄 (27.1%), フェ ライ ィ イト (13.5%), (第 4 図 
6). 

6 SRHA—BE RAMA —STh BEA (80.5%), BONER (12.7 
%), Bate (3.496), EPRI (2.596), 不透明 鉱物 (0.6%), BRE (0.3 %), 
(第 3 図 7). (D5 KRHARKMDADEN ENDORSE CLRRRGE (20.0%), フェ ラ 
ィ ト (77.0 %), 福 鉄 鉱 (3.0 %), (第 4 図 7) と な つて いる 。 RGR HAMAS, 
横 村石 ノー ライ ト に 伴う 優 白質 岩石 の 曹 灰 長石 岩 , 細 粒 トロ ン エ マイ ト 質 脈 状 岩 , ABE 
一 石英 微 斜 長 岩 等 は ほとん ど 不 透明 鉄 物 を 有 し て いな いこ と は 注目 せら れる 。 

次 に , DEDREROREBRMOMRIZOW TRNAS. SEGRE, BUGS 
4 BUCER ADM 2 Bac OV CH SEE A EP BO BSS Ct, 褐色 角 関 
A SRACABANTHSYVOW, フェ ライ ト が 多く , 一 方 , 第 5 図 A え の 1 の 如く , A 
貞 叉 は 造 岩 鉄 物 が 不安 定 に な つて いる 部 分 で は , RR, 黄 鉛 鉄 , フェ ライ ト に な り 散 
FAL Cun C 比較 的 後期 に 形成 せら れ た も の で ある 。 BEGG ASME ASEH 
麻 岩 で は , HOA KY bP > AMORA CX COZ. EMMA SNS 
BUL CO MADE BZ ERMRARRE ROTO SMP ANS 磁 硫 鉄 鉄 は 特に こ 
の 不安 定 に な つた 部 分 で 鱗片 状 フ ェ ラ イト の 密集 塊 の 内 域 に 形成 され る 場合 が ある 。 一 般 


PE=1! 


FS SAAR MOVER 


A RUCABERLS, BUI —5 7 FICS BETO YO 1 AAR A—ALEG 
REAM AMRa, 2 ARG ASMA IRE, 3 SNES 
D7 a AUPERE GE) OMESRANRAS, 4 進 旗 緑 岩 構造 を もつ 神 色 角 
Wa? —74 >, 5 RH MARR 94>, 6, 7 RU HORES, 
OANA, B MASH, OEE? —3571Oxo 1 AEG 
SER, 2 APM I—-F4>, 3,4 25 -Ae ES —pUE He 
Mies. 5) 6 £74 F > 7 HE — BES Cf A ICs, 7 
eT — 48 Bf RR MAG 7-5 7p, FE 7x94, PO Repro 
Sh, CHL SisAGk, PO, RepRERORREAD, LM 福 鉄 鉄 。 灰色 部 は 人造 岩 鉄 物 の 
不安 定 に な つた 部 分 又は 小さ い 割 れ 目 
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的 に 第 5 図 A ス の 2 の 如く フェ ライ ト な に 比べ て 磁 硫 鉄 鉄 が 比較 的 後期 に 形成 され た 場合 が 
多い 。 又 磁 硫 鉄鉱 中 に は 包 有 物 が 多く な る 傾向 が ある 。 HAO 7 a X oPEREROH 
る 福 色 角 了 関 石 斜 長石 岩 で は , フェ ライ ト が 多く , 鱗片 状 を 示し 散 点 する も の は 福 色 角 隊 石 
祭 長石 に 包 有 され て いる も の が 多い 。 一 方 , 小さ い 割 中 に 形成 され る 後期 の も の は や ゝ 粗 
PUTA 一 般 に その 散 点 する 状態 は ミロ ナイ ト に 観 鶴 され る フェ ライ ト の 分布 状態 に 
Wh Cur ($5 MAD 3). RIERA RHEE } OMEMRA —7 7b Cid, 磁 硫 鉄鉱, 
Fx FA PDS > HAE CHMAABERL CHOERBMOM RIEL THO, 更に 神 鉄 
鉄 が 磁 硫 鉄 鉄 か ら 形 成ら れ て いる (第 5 図 A ス の 4). BEaSMA-MAMG I-74} 
で は , 磁 硫 鉄 鉄人 が 多く , 造 岩 鉄 物 に 包 有 され る か 或 は 鉄 苦 土 鉱物 の 割 目 で それ が 不安 定 に 
OTT BA NBER RIL UCM ANTS (第 5 図 A え の 5). Mi apeKAw— 
‘BEART R EERE Cla, すぐ 前 の 岩石 と 同じ く 磁 硫 鉄鉱 , RPG oO, PERIL 
Fa CRELGAMEPES MW, BILZOMAC CE CWZGRMBBWw oo MHS — HRC RAK 
RD TDEMIB v0 MRE OBRGILTSLEMHA (第 5 図 A の 6, 第 5 図 A の 
7). 更に 第 1 図 , 第 2 図 を 比較 検討 する と 福 色 角 関 石 を 造 岩 主 成分 鉄 物 と し て 多く 含 
SAG (第 1 図 1, 同 図 2, 同 図 3) は フェ ライ ト と 磁 硫 鉄 鉄 の 比 が 大 きく な り , 一 方 , 
MOG ABASR MK MD ZLEDIEDNA ( RAMABHS. RW SHEA SE 
石 で は 黒雲 母 が 或 程度 増加 する と 矢 張 り そ の 比 は 減少 する 傾向 に ある 。 MRM 一 般 に ミロ ナ 
イト 構造 , 又は これ に 関連 し て 形成 され た 岩石 (第 1 図 2, 同 図 4) は , 不透明 鉄 物 と 他 
の 造 岩 主 成分 鉄 物 の 容量 66 の 総 各 と の lh は 増加 する 。 更 に 第 1 図 , 第 2 図 , 第 6 図 A, 


第 6 図 稚 長 石 の 灰 長 石 成分 の 範囲 を 示し た 図 


ク 


A 


AN% 


A SUBSE, HIRI -7 4 bon ama, 
B ARAM, BRI 71}, 左 烈 の 数 字 は それ 
ぞ れ 第 1 図 , 第 3 図 の 数 字 と 同じ , 下 烈 の 数 字 は それ ぞ れ 
KREBRAD EAT o 細 点 部 は 尊 状 化し た 再 結 上 晶 終 長 石 の 部 
分 を 示す 。 斜線 部 は 初期 斜 長 石 , 点 部 は 粒状 化し た 二 次 劉 
長石 を 示す 。 
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B に 示し た 如く , フェ ライ ト と 磁 硫 鉄 鉄 の 容量 % の 比 の 大 き な 岩 大 (し た が つて 主 成分 に 
褐色 角 尊 石 を 相当 に 多く 含む 岩石 ) は , 比較 的 塩基 性 の 斜 長石 を 含有 し て いる こと は 注 
目 せ られ る (618, 第 2 図 , 第 6 図 A の それ ぞ れ 1, 3, 4). R, 一 方 に お いて フェ ラ 
4b ERERERGERD HONS BECHARA S 主 成分 造 岩 鉱物 と し て 相当 多く 含む 岩石 
は 酸性 の 斜 長石 を も 有 し て いる (第 1 図 , 第 2 図 , 第 6 図 A え の それ ぞ れ 2, 5 ) 。 

次 に , BUCA BEM a, 標 機 石 フ ノー ライ ィ イト の 不透明 鉄 物 の 性 状 に つい て 述べ る 。 横 村 石 導 
Mia Clk, 不透明 讐 物 は 標 村 石 の 割 目 , 又は これ に 伴 3 緑 泥 石 の 部 分 に 散 点 し て いて 割 目 
の 大 きい 部 分 は 第 5 図 B 1 の 如く 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト ガ 共生 し , 割 目 の 外側 に フェ ライ 
ト , 内 側 に 磁 硫 鉄 鉄 が あぁ る 。 比 較 的 に 割 目 が 小さ い 場 合 は フェライト に な つて いる 。 GB 
EERE? — 74} Clk, RID ARBOR AWOTBRANTHS (第 5 図 
BO2). 27 —-SU7RA—APE REALE Cll RR CRUE DNTWBo MRE GK 
の 周辺 部 に 黄銅 鉄 が 形成 され て いる (第 5 図 B の 3, 4). 71 F 5 7 A -BEMPIE 
— TETAS a Clk, 標 村 石 と 密接 な 関係 の あぁ る 緑 泥 石 の ぁ る 部 分 に 多い 。 部 分 的 に 各 造 
岩 鉄 物 の 割れ 目 に 板 状 の フェラ イト を 有する 。 オフ ィ テ ッ ク プク BE—SeRA— Be 
A— BARA EN Clk, ACY AN, MERGO SN AAO CREEK, FGAGE, 7 = 
ライ ト が 分 布 す る 。 ICME ORERE ROMA CRRA RS. (第 5 図 B の 5, A 
図 B の 6) 叉 ) 474 Fy 7 MESES Clk, 不透明 鉄 物 が 散在 する 傾向 が ある 。 MICS 
BE a — 18 6 fa MAE J — 5 4} CUE, 細 粒 で 散 点 する か 又は 部 分 的 に プー ル 汐 
に 集 つ て いる 。 後者 の 産 状 の も の は 磁 硫 鉄 鉄 が 多く , し か る も 福 鉄 鍼 化 する 現象 が あぁ る 
(第 5 図 B の 7)。 MEGUMI AEMS, BEG -— 54 }ORAIKA LN SR 
BRD CEU RL ORM OW CHRT So TRD BAAR, Wise faR 
Be ERS ¢ ALAR 71 テック 構造 を つく ら な い BREED BRUT 2 94 
b EBERRON AS (2S (第 3 図 及 び 第 4 図 の それ ぞ れ 2, 7 ). HicMAyege & 
く 有 する 岩石 で し か も 粗 粒 な オフ ィ テ ッ ク 構 造 を つく る 岩石 で は フェ ライ ト と 磁 硫 鉄人 
の 比 が 小さ く な つて いる (第 3 図 及 び 第 4 図 の それ ぞ れ 3, 4, 5,6). 叉 , AHSRMOS 
waite (第 3 図 3, 第 6 図 B の 3) か , 叉 は 褐色 角 図 石 を 比較 的 多く 有する 岩石 (第 3 図 , 
第 6 図 B の 2,4) で は 比較 的 に 塩基 性 斜 長 石 を 有する 傾向 が ある こと は 注意 され る 所 で 
So Li HEM es, PIED 2 — 5 4 b CBE D & B SBD CARRE Ka IB 
集 D で いる きこ と は 軍 要 な こと で ある ろ 。 


2. 総 括 ・ 考 B® 

1 役 構 石 斑 炉 岩 ・ 禁 枝 石 ノー ライ ト は 周囲 の 講 塩 基 性 岩 よ り る 一般に フェ ライ ト と 磁 
硫 鉄 鉄 と の 容量 % の 比 は 小さ い 。 

2 HCE BEML AS BRE — 74D RU これ ら の 岩石 の 周囲 の 諸 妊 基 性 岩 と も に 単 集 
許 石 が 形成 され た も の は フェ ライ ト と 磁 硫 鉄 鉄 と の 容量 96 の 比 は 小さ く な る 傾向 に あ 
Bo 2 

3 CBE - BIBER 7 — 97 1} RU LN ORAO MMO MMB 2 YI 
PAINE © ERS ¢ BF SRL, 72 4b EBRIRGKE DAMEWOHIAX 0 eB 
SAD SNS. | 

4 OTA SEAVS UE — 74 RUNS O WO MO He MEE Ee Bice 
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に 福 色 角 隊 石 を 有する も の は 二 次 的 に 塩基 性 鋼 長 石 が 再 結 品 する 傾向 が あり SEAOK 
長石 成分 の 範囲 を 広げ て いる も の が ある 。 

5 SEB PEBS - BURG — 37 4 Nx ZOMMO EVES ILL CHRO BL 
村石 等 の ある 部 分 に 濃 集 する 傾向 が あぁ る が 周囲 の 塩基 性 岩 は 岩石 中 に 一 般 に 分 散 し て い 
る 傾向 が ある 。 

6 HR Abtis - MHA -—741O5 SCHAAF THES 呈す る 岩石 叉 
は 優 黒 質 の も の は 一 般 に フェ ライ ト と 磁 硫 鉄鉱 の 比 が 小さ く な る 傾向 が ある 。 

以上 に 総括 し た 事実 は , 本 地域 又は 近傍 の 塩基 性 岩 中 に 有 麻 胎 する 含 ニ ッ ケ ル 磁 硫 鉄 鉱床 
の 母 岩 が 中 , BRATZ 1 Sy TALS T SPM?) で あぁ る こと と 本 質 的 に 一 
致す る 。 一 方 , 北海 道中 還 帯 に な られ る 含 鋼 硫 化 鉄鉱 床 8 の うち 磁 鉄 鉱 一 磁 硫 鉄鉱 型 ” 
RUBE BPE) の 鉱床 に 伴う 母 岩 の 性 状 と 部 分 的 に は その 本 質 に お いて 酷似 
の 現象 が 観察 され る こと は 重要 視 さ る べき こと で ある 。 特に 両 型 共に スカ ルン 鉱床 の 共 
生 関 係 を 示す 部 分 及び 後者 の 型 の 小 規模 な 塩 看 性 前 緑 帯 の 形成 する 部 分 等 は , 本 質 に は 上 
記 に 総括 し た 項目 に 一 致す る も の と 考察 され る の で あぁ る 。 

更に こ ゝ に 注意 さる べき は 磁 鉄 鉄 々 床 ) の 形成 され る 母 岩 の 性 状 に も 部 分 的 に 相似 た 
現象 を 示し て いる こと で ある 。 以上 の こと は HS SR 7) 及び これ 
に 伴う ぅ 護 塩 基 性 岩 中 の 不透明 鉄 物 の 性 状 が 含 ニ ッ ケ ル 磁 硫 鉄 鉄 々 床 , SIGUE FR, 
磁 鉄 鉄 々 床 > スカ ルン 鉱床 の 一 部 1) が その 母 岩 の 鉄 床 に 対す る 関係 と 本 質 的 に 関連 し た 
る の で ぁ る こと を 示す と 共に これ ら の 鉄 床 が 統一 的 に 理解 され る 可能 性 を 示し て いる る も 
の と 蓋 わ な けれ ば な ら な い 。 HK, 2OLIBI LARA - HRA - 717 Oo 
形成 機構 が 一 種 の 変成 作用 の 一 環 と し て 理解 され 得る も の で ある こと を 示し て いる 。 
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ウラ ン , ZEORRLUM VIV IVY LRMTRKEBABE 昭和 31 年 7 月 発足 以 
来 今 日 迄 ウラ ン 鉄 物 の 発見 と 調査 に 関す る 研究 活動 の 中 心 と みな つて きた こ の 委 員 会 が 本 
書 を 編集 , 専ら ちあ その 研究 調査 に 携わっ つた 専門 宗 に より 要点 が 報 筆 され て いる こと は , 他 に 
類 を 見 な い 本 書 の 特長 と する と ころ で ある 。 記載 され た 伝 物 は 酸化 鉄 物 の セン ウラ ン 鉄 , 
汗 酸 塩 鉄 物 の コフィン 石 ) トー ル 石 ) ウラ ント ー ル 石 >, トロ ゴム 石 >。 カ ソロ 石 , ドウ スク 
戸 和 区 人 交 全 立 フン コス ニン ッッ ペン フジ シグ ンジ 2 誠 の > 合い 2 
ョ クレ ン 石 , 炎 酸 鉄 物 の モナ ズ 石 , ゼノ タイ ム , リン ウラ ニル 石 , ニン ギョ ウツ 石 ニオ ブ 
タン タル チタ ン 複 酸化 鍼 物 の サマ ルス キー 石 , イシ カワ 石 , イツ トロ タン タル 石 , フェ ル 
グ ソ マン 石 , ユー クセ ン 石 ポリ クレ ー ス 石 , ブラ ン ネ ル 石 等 で , 鉄 床 に は 人 有形 幅 等 の 第 三 紀 
層 中 の も の , 玉川 鉄山 等 の 古 生 層 中 の も の , BAWADDRBR, 水 卓 山 その 他 の ペグ ゲ グマ タ 
4 > SRR, 恵比寿 鉄山 , 三吉 鉄山 , 小 馬 木 鉄 山 等 の 気 成 鉄 脈 及び 接触 交代 鉱床 に 伴う ウラ 
ン , 松 岩 鉱山 , 小 鴨 鉱山, 山 宝 鉄山 , 清久 鉱山 等 の 熟 水性 鉱脈 に 伴う ウラ ン が 記さ れ て い 
る 。 多 数 の 図表 及び 文献 が あげ られ, 記述 は 極め て 分 り 易 い 。 ウ ラン 録 物 及び 録 床 に 関す 
る 良い 参考 書 と し て 広く 江湖 に 推薦 する 。 (本 文 558 RB, 昭和 36 年 3 月 , 朝倉 書店 発行 
3500 円 ) Km) 

50 万 分 の 1 地質 図 「 青 森 」 地質 調査 所 さき に 本 誌 で 紹介 され た 「 秋 田 」 図 幅 の 北 
側 に 接する も の で , 北緯 40° か ら 以 北 , 42° に 至る 地域 の 岩手 ・ 秋 田 両 県 北部 と 青森 県 
及び 北海 道 の 渡 島 半 島 南 部 に 豆 る も の で ある 。 編 貸 の 区 分 は , 古生代 (ECMO 
北上 山地 , 青森 ・ 秋 田 県 境 及 び 半 島 南 部 な ど ), 中 生 代 一 未 区 分 中 生 層 RHA, RE 
aS), PRAM AKU (ARMA =I Ee) 花 賠 岩 類 (北上 山地 ) RU 上 部 白亜 系 , 
並び に , これ ら に 関係 する 火成岩 類 に >。 また 第 三 系 は 古 第 三 系 ( 久 豆 周辺 ) と 新 第 三 系 に , 
後者 は 岩 相 層 序 よ り 四 区 分 され , Pek OR TSCA AS (小泊 地域 及び 半島 南部 ), 
Kika Teeite, 酸性 火山 砕 層 岩 及び 中 部 堆積 岩 ) 上 部 堆積 岩 と し , 夫々 の 層 
進 に 関連 する 山 岩 類 が 区 別 さ れ て いる 。 最 下部 及び 下部 新 第 三 系 は , 大 体 グ リン ・ タ フ 
岩 相 に , また 中 一 上 部 新 第 三 系 は , ほ は ゞ 油田 第 三 紀 層 及び これ に 関連 する 一 連 の 相当 層 準 
及び 岩 相 を 表現 し て いる 。 更に 新 期 火 山 岩 を 含む 第 四 紀 の 他 に 「 秋 田 」 図 幅 と は 趣 を 異 に 
UT, 八甲田 ・ 七 時 雨 火 山 基 上 毅 と し て 発達 する 石英 安山岩 を , 鮮新 一 更新 世 の も の と し て , 
十和田 周辺 の 軽石 流 と 区 別して 表現 し て いる 。 人 税 中 部 新 第 三 系 に 関係 する 石英 内 緑 岩 に つ 
いて は , 脊 捧 山地 , 出羽 丘陵 の 県 境 に 散 点 す る も の を , つと め て 図示 し て ある 点 る も 注目 さ 
れ , 本 図 幅 内 の 大 半 を 構成 する 新 第 三 紀 層 の 岩 相 層 序 , 構造 , 基 毅 の 分 布 , 新 期 火山 噴出 
RU RA HE RUSE & DBL OMOS ( OH-AKO WMA 7AM E BAR 貸さ れ 
た 。 (地質 調 査 所 編集 , 昭和 35 年 12 月 発行 ) [加藤 〕 


鉱物 学 及 び 結 晶 学 
8436, 酸化 バナ ジウ ム 鉱 物 haggite, 
doloresite の 結晶 化学 的 研究 
Evans, H. T., Mrose, M. E. 

コロ ラド 高原 の V- BRD SX OR 
MER FU UV LDRMNEBLIRM, その 中 で 
doloresite の 結晶 化学 は 未だ 不明 の 点 が 
多 か つ た 。 今回 Wyoming jh Carlile 
の ボー リン グ コ アー の 砂岩 中 に , 0.1 
mm 以下 の 黒色 の 酸化 バナ ジウ ツウ ム 鉄 物 を 
見 出し た 。 単 結晶 X 線 廻 折 法 で これ を し 
ら べ た 所 , 2 つの 単 斜 相 を も つて いた 。 
ZO— Os FM haggite (Stockholm 
AM Gunnar Haigg 教授 に 因む ) で , 
wenyEe C2/m, a=12.17, b=2.99, c= 
4.83 A, B=98°15’, HeV,Oy. の 化学 成 
分 を も つも の で ある 。 他 の 一 つ は “pha- 
se B” と 呼ば れ doloresite の 結 品 学 的 性 
質 と 等 し く , BH C2/mm, a=19.64, 
b=2.99, c=4.83, B=103°55’, H。V。4 
Oye 或いは LoVeO:。 の 化学 成分 を も 
つ 。 haggite, phase B, duttonite は 
Fg.-2 VnOgn-g の 均質 系 に 於 いて 夫 
Xn=4,6, oo の 場合 に 相当 し 安定 相 
で あぁ る 。 Doloresite は 常に (100) に 超 
ASW Ria iLL BAAD X Heat 
像 を あたえ る 。 Phase Bix haggite と 
超 顕 懲 鏡 的 平行 連 品 (6 及び c 軸 ) を 行 
つて いる 。 Doloresite x5 ¢, 3(V。 
O3 - H,O) (montroseite) +2H,O +0, 
= V,03 - 2V,0,-5H,O (phase B) の 
酸化 反応 で 生じ た phase B か ら 更 に 固 
体 酸化 "V2。0。・2V。0。』・5HL。0 + 1/20, 
>3 V,0,-4H,O (doloresite) + H,O 
の 反応 で 生成 され る も の と 思わ れる 。 但 
し Carlile の haggite と phase B は , 
BCR 6 MEN TRL 7b OCHS 


30 fg phase B OBMHZEL Tk pro- 
todoloreséte が 適当 で ある 。 (Am. Min., 
45, 1144~1166, 1960) [長谷 川 ] 


8437, Montana 産 fersmite 
eS ED 

Fersmite は Ca の Nb- 酸 塩 で Ca 
Nb。O。 の 化学 成分 を も ち , 最初 1946 年 
Ural の Vishnevy ペグ マタ イト か ら 発 
見 され た も の で ある が , 新 に 第 2 の 産地 
と し て 米国 Montana ji Dark Star か 
ら 見 出さ れ た 。 Precambrian の 片岩 
片 麻 岩 に 伴う 石灰 岩 の 変 質 帯 に コロ ン ブ 
石 , モナ ズ 石 と 共生 し て 産 す る 。 こ の コ 
ロン ブ プ 石 は 2 inch FABRE EBL, 
成分 と し て Ta を 含ま な い 特 異な も の で 
管 つ て 稼 行 され た こと が ある 。 Fersmite 
は コロ ン ブ 石 中 に 他 形 の 小包 有 物 と し て 
或いは intergrowth し て 産 し , eG 
で ある 。 比重 は 4.79, 硬度 4 へ 4.5, 樹 
脂 光沢 , 亜貴 穀 状 断 口 を 示し て 脆い 。 薄 
WCB EAC, w=2.07, Y=2.19, 
X=Y KR, Z 緑 福 色 の 多 色 性 が あり , 
2V= (+) 20~25° CHS. XARA 
折線 は d=3.049, 3.762, 2.493 Serr gg 
著 で コロ ンプ 石 と ARAMARK, 
HFG) HL» ay = 5.764 A, by = 
15.09, ¢y9=95.233, a : Dy 3 Co=0.381 : 
1:0.346 で あぁ る 。 化学 分 析 の 結果 は 
CaO 15.02, Nb,0;74.44, Ta,O, none, 
季 土 6.36, TiO, 2.01, SiO, 0.32, MnO 
0.11, Fe,O, 0.34, ThO, 0.10, Al,O, 
0.10, MgO none, Na,O none, F none, 
U。0O。 0.08, H,O 0.18, 2799.06 (jx 
で は 99.04) で 構造 式 は (Ca, Ce) (Nb, 
Ti) 。0。 に 相当 し て いる 。 (Rep. Invest. 
Bureau of Mines, U.S. A., 5693, 1~ 
9, 1960) (RAIN 


_ 8438, BEBO Sr の X 線 的 定量 法 


4528 GD) GRR SB 


Bunge, H.]-, Herrmann, ANG: 
Debye-Scherrer 法 の 09. と CaSO,- 
StSO, 混 品 中 の SrSO, 重量 % が 直線 的 
関係 に ある の で @ を 測定 する こと に よ つ 
て SrSO, 0 か ら 2.00% DIO Sr の 
定量 が 可能 で ある 。 即ち SrSO, ELT 
0~2.00 9% を 含む 混 品 (Ca, Sr) SO, を 
人 工 的 に 作り 夫々 の 6 を 求め 両者 の 相関 
図 を 画 い た 。 0 % の 場合 の @ は 約 83.3° 
で , 2.00 96 の 場合 は 82.0° で その 問 は 
直線 関係 に ある 。 MEK SrSO, ELT 
+ 0.196 で ある s HAE CaSO, の Ca 
SRL CHET S Sr Clk L, KF 
4 StSO, と し て 混在 する Sr の 定量 は 
CD ECE HSE Z v0 ~=(Neues Jahrb. 
Min., Monatsh., 718, 186~189, 
1960) [長谷 川 〕 


8439, 三 斜 NaAl1Si。O0。 に お ける 秩序 
化 過 程 の 力学 McConnell, J. D. C, 
McKie, D. 

倖 長 石 の 高温 一 低温 型 転 移 の 本 質 を 解 
上 明 す る た め に , McKenzie (1957) OF 
成 費 長石 加熱 実 険 の 資料 を BOTAN 
検討 し た 。 傾斜 度 P=201,,—- 20131 は 秩 
序 化 の 度合 を 表し , 2.00° 以上 を 高温 型 , 
1.15° 以下 を 低温 型 と 児 な し うる が WF 
ラス か ら 卓 出さ せる 時 は 焼印 温度 て に 特 
有 の 中 間 の 平衡 値 Woe に 近 ず く 。 焼印 時 
fet, dof PREIS t=0D VO 
極限 値 Yo。, 平衡 へ の 速度 定数 を k と す 
St, to: ¥o-k ti T-fPH,O DER 
C -dy/dt=k (P—o)? BIR kt= 
(Ho-¥) / (¥—¥o) (Yo—Woo) な る 関係 
WHILE PH,O=14000 p.s.i に お い 
1G Wica tas esa, Oe? YNby CAO 2 
で 連続 的 な 変化 を 示す が , logk の 1/T 
に 対す る 変化 は 900~700°C 問 と 550~ 
450°C 間 と で 異な る 直線 を な し , 700~ 
550°C fii CLAIR & ART ZBL 


不 連続 が あぁ る 。 高温 部 低温 部 の 両 直線 を 
延長 する と , 575~625°C OBB. Cis 
後者 の 方 が 約 500 倍 大 きい 速度 を 示し 。, 

この 転移 は Ubbelohde (1957) DAR 
的 転移 の 分 類 に よる “smeared” 転移 に 
あたる と 一 応 見 な され る が , 本 当 は 不 連 
続 転移 な の か も し れ な い 。 KR k=k, 
(PHO)? と いう 関係 が 認め られ , 固 - 
気 相 間 に イィ オン の 交換 が お こり Ht ye 
移 速 度 に 関係 し て いる と みな され る 。 以 
上 の 結果 か ら 低温 型 昔 長石 の 産出 条件 と 
Lt, 転移 点 以 下 で の 品 出 と ,. 高 温 型 に 
auth 600°C 付近 で pH,O, で の 除 冷 
が 考え られ , 高温 型 の 産出 が 移 な の る もこ 
の 温度 で の 低温 型 へ の 転移 速度 が 大 きい 
た め と 見 られ る 。 この 様 に 平衡 へ の 接近 
速度 の 研究 は 多 像 的 転移 の 解明 に 有用 で 
ぁ る 。 (Min. Mag., 30, 436~454, 
1960) [ 字 留 野 〕 


8440, 山形 県 小国 産 そ ろば ん 玉石 
小倉 FB 

小国 町 南西 2 km の 十 四 ヶ 森 と 称す る 
孤 山 の , 海抜 400 m の 山頂 か ら 北 東 200 
m に ある 大 断崖 の 上 部 に , そろ ば ん 至 石 
が 産 す る 。 母 岩 の 流 紋 岩 中 に 球 題 と そろ 
ば ん 玉石 の 2 種 の 球状 体 が あり , そろ ば 
ん 玉石 は REN OZR SHEL CCRT 
いる 。 大 さ は 直径 0.5~ll cm で , 最も 
BN OVE 1.5~2cm, 高 さ & さ 0.8~l cm, 
財 に 赤褐色 の 外 被 の ある こと が あり , 何 
れる も 流 紋 岩 中 に で きたな た RRERAN DZS EE 
PYAR RII L TEU KR DOCH 
So (山形 県 文化 財 調 査 報告 書 10, 1~ 
13, BABY 10, 昭 35) [大 森 ) 
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8441, 日 本 の ウラ ン 資 源 佐藤 源 郎 
昭和 29 年 以来 本 邦 全土 の 30~40% の 

の 地域 に つい て 系 統 的 に Fv GRIER 

を 調査 し た と ころ , 人 形 幅 ウラ ン 鉱 床 型 


Pb 
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の も の が 極め て 広範 囲 に 豆 つ て 発見 され 
る に 至 つ た 。 人 形 貴 附近 か ら 産 する ツラ 
YBNI U;O。 を 459% 含有 する 人 和 形 
A (Ui-x Cay_x Rox (PO4) 2。 1~2 H,O), 
AV 7 VE, ARV IVA, BUFI7 
エー ン 等 が 発見 され , これ ら は 産 状 か ら 
Ea HOOD LMSEHD YOU 二 大 引 さ 
れる 。 人 形 石 は 非 酸化 帯 の 基 護 人 岩 中 に 
産 す る 。(Atomic Fuel Corp., 1~18, 
1960) [大 森 ] 
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8442, Labrador trough OXYKE 
@ist§ Baragar, W. R.A. 

Canada 東部 , 北西 Labrador か ら 
Ungava Bay まで の 問 , 長 さ 550 mile, 
市 60 mile の trough が ある 。 こ の 両側 
は 友 麻 岩 と 結晶 片岩 か ちら な り , これ を 究 
つて 堆積 岩 , 火山 岩 及 び 賃 入 岩 床 が 発達 
LUw4o Z#HEZO trough の ほ ゞ 中 
央 に 近い New Quebec, Ahr Lake area 
の 基 性 火成岩 の 研究 を 行 な つ て いる oAhr 
Lake area は 2 つの 部 分 に 分 けら れ ; 
西部 は や ゝ 変成 し た 堆積 岩 , 東部 は 緑色 
片岩 相 と 火山 岩 ) また 斑 煽 岩 群 は 全域 に 
DTEDTBAL TWSo MMOS 
は 数 feet~1500 feet, 3000 feet に 達 す 
る も の も ある が , 厚い も の は 複 重 岩 床 で 
HY, 1 つの も の と し て は 300 ~ 500 feet 
で ある 。 MMA 4 ee, AEM 
3, leopard rock + #AKUEBHAE 
MED 57250 BSE aILSEM aD? > 
変成 作用 を 蒙っ つた も の で あぁ る 。 Bay 
ル の 多く は in situ で 分 化し て いる 。 シ 
WOR PAE ( RECS a, = 上 部 に 
ゆく に つれ て 等 粒 質 斑 柱 岩 , mbar K 
(ia Bie tL, 最上 部 
で は マイ クロ ペグ マタ イト を 含む BBS 
に な つて いる 。 HSYNV CSSA 


岩 か ら アル ペイ ィ イト 竹 炉 岩 ペ グマ タイ ト ま 
で 分 化し て いる 。 これ ら シ ル の 分 化 経路 
は Skaergaard の も の と 同一 で あり , JE 
常に 鉄 に 濃 集 し て いる 。 し か し アル カリ 
の 濃 集 は 全く し て いな い 。leopard rock 
と は 径 6~15 cm OM-+ZAO spherical 
aggregate DARY bE YVOKMHOR 
ENCE CPE A CHS. この シル の 多く 
EBD DOC, ZOPICHBEOY wv 
が 存在 する 。 この 岩石 の 成因 は 本 源 マ ダグ 
マ 中 に 終 長 石 が 集まっ つた も の で , TOP’ 
集 は マグ マ が 非常 に 高圧 か 或いは や > 高 
いい 蒸気 圧下 で 地殻 の 部 分 類 触 を 行 つ た 結 
果 生 じ た も の で あぁ る 。 SEMAN 
YU-7FAbCHhS. ZEAMABAS 
AY, BhiN=Aiy 紀 載 が 行なわ れ て お り , B 
成 作 用 に つい て る も 触れ て いる 。 この 地域 
の 代表 的 な 岩 名 25 個 に つい て 化学 分 析 


1 2 3 4 
SiO, 48.52 49.12 50.12 47.43 
TiO, 1.28. 0.78 2.50" 0.0} 
Al,O, - 14.86 13.77 10.83 20.57 
Fe,Oz ie oe ee 
FeO 11.34 8.33 18.16 7-44 
MnO 0.22 0:20 024 0-15 
MgO FBS pO: ZHI (ADS 
CaO 10.21 13.18" 4.26 11.92 
Na,O 2HS 184 92,96 2.80 
K,O 0,24 0-08. 0-19 0.87 
PO, 0.09 0.05 0.59 0.10 
CFO, a ee tr 
Hot 5 2.86u 2.20 ¢08 2.55 
H,O- 6.2% O16 06.35 6:19 
CO, 0.00 0.05 0.22 0.00 
S 0.06 0.06 0.17 0.03 


Total 100.19 100.27 99.65 99.77 
1.X%RA (本 源 マ グマ ) 
2474744 7S 
3.7 V2 4 ) EMEA Tz 4b 
A.VAN—VR 

が 行なわ れ て いる が , 代表 的 な も の 4 個 

を 表 に 示し た 。 (Bull. Geol. Soc. Am., 

71, 1589~1644, 1960) [青木 〕 


8443, ヴ エ ネズ エラ の . 高温 型 ア ルプ ス 
sta MacKenzie, D. B. 


$530 BARMERA 


But 


wy 


ツェ ネズ ェ エラ の 北端 部 ) Tinaquillo pi 
Mak, AMMOBKERRCET So 
殆 ん ど 蛇 紋 岩 化 を 受け て いな い 霞 塩 基 性 
BACH So COR KIHMORRE S 
し , ACA CEM CH SN, 南部 で 
は 広域 変成 作用 を 受け た aR 
斜 長石 片 麻 岩 に 接し て いる 。 ARE L Bt 
芽 岩 体 の 接触 部 附近 で は , 片 麻 岩 は 接触 
変成 作用 に より , shee 
一 斜 長石 片 麻 岩 に 族 じ て いる 。 COR Fh 
変成 帯 は 最大 4 km (CHL THOS HE 
岩 中 に み ら れ る MM BRK e BT SAK 
状 岩 体 は , 接触 変成 作用 を 受け た 母 岩 の 
包含 物 と し て 説明 され る 。 Mi SIsHE 
片 構 造 に 平行 な うす い ECGS CRS 
を 含む 。 BiCTEe AYO BCAA 7 et 
ROSA OREEAT So これ は 普 
HED exsolution lamellae を 有する 
が , 短冊 状 の 形態 は , MEAORAOR 
後 の 段 階 に 初 成 的 な 短 柱 状 結 品 が ひき の 
ば され て 形成 され た の で あぁ ろう 3 。 ne 
RE PORRARURED 5, BEEO 
BAD WRER 800~1000°C で ぁ つ た こ 
と が 推定 され る 。 ヴェ ネズ エラ の 北部 , 
海岸 に 沿 う 他 の BBE PRIS 強く 蛇 紋 岩 
化 さ れ , 接触 変成 帯 を 有 さ な い 。 こ れ ら 
の あぁ ある も の は 母 岩 に 対し 相容れない 貫入 
上 時代 を 示し て いる 。 これ に 関連 し て 連続 
する 造山 運動 の 期間 に 於 ける くり 返さ れ 
る 上 方 へ の 運動 は ) ツェ ネズ ェ エラ や その 
HOKE AACE EMEA DO AIC PEA Bi 
々 の 現象 を 説明 出来 る だ ろう 3。 (Bull. 
Geol. Soc. Am., 71, 303~318, 1960) 
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8444, South Dakota, Keystone 
地域 の ペグ マタ イト Orville, P.M. 
南 Dakota, Black Hills, Keystone 
地域 の 3 つの ペグ マタ イト の 詳細 な 岩石 
学 的 研究 を 行 つ た 。 これ ら の ペグ マタ イィ 


ト は 先 カ ンプ ブリ ア 紀 石英 一 圭 母 片岩 中 に 
HEL, 4277" 7 #2 Harney Peak 花 
MBO MBICSSZ. 3 つの うち 2 つ は 
country rock の 層 理 と 片 理 に 平行 に 六 
IG QUES ie AED eo! ANODE 
均 モ ー ド 組成 及び 化学 組成 は 非常 に 類似 
し , また Harney Peak 花 論 岩 も ペグ マ 
タイ ト と なほ て ょ 同じ 組成 を 示す 。 これ ら の 
ペグ マタ イト 及び 花 賠 岩 の 平均 鉱物 組成 
を 示す 。 これ ら の ペグ マタ イト 及び 花 賠 
岩 の 平均 鉄 物 は 石英 30, HRA 44, マ 
ィ ク ロク リン 17, FBS 8, BRA, ¥ 
704, ike <1% で あぁ る 。 これ ら 
の 岩石 の 化学 組成 は “人 工 花 賠 岩 糸 ” の 
石英 一 長石 区 域 に 点 示 され る 。 WBE 
LCTOARRONT VY 4 PAB BERSA © 
ー サ イト unit LMA, V4} 
zs unit ¢£ ePARCMOCWHAZLIAM 
ある 。 ZDSN-—YA YP unit “AL 
TERME AR” DIRS ALR ORE EM & ASL CT 
いる 。 これ は 早期 に 卓 出 し た 相 か ら 分 難 
LEE CHRS EBXASLNS. ご の ペグ 
マタ イト 及び 花 了 内 岩 は マグ マ と し て HEA 
し た も の で ある 。 (Bull. Geol. Soc. Am. 
71, 1467~1490, 1960) (EAI 


8445, 東部 Sudeten, Jawornik 7ERy 
jaH, je¢8 Burchart, J. 
Skrzynka-Zloty Stok # ¥§ # O 
blastomylonitic complex 中 に 整合 的 岩 
脈 と し て 産 す る トナ ル 岩 質 , ER BRS 
By CYS = fee BRO Fa Be 
類 は 変成 作用 に 原因 する も の で , BH 
岩 , 倖 長 石 一 石英 blastomylonite, fap 
岩 等 が 花 賠 岩 化 作 用 を 受け て 種々 の 型 の 
(oie aS AU. 花 賠 岩 化 作 用 の 
主 な 在 因 は 再 結 量 作用 と 変成 分 化 作用 と 
で ある 。 (CRAIN EO CER AHEK 
る 化学 変化 を 調べ た 。 岩石 構造 解析 図 を 
作っ つて 調べ た 結果 は 顕微鏡 観察 の 結果 と 
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よく 一 致し , 花 箇 岩 化 作用 の 間 に 行 われ 
た 構造 変化 を よく 説明 出来 る 。 原 岩 石 は 
最初 の 変成 作用 で 結晶 片岩 を 生じ , ミロ 
74 MMEVERICEkOCHERB ERO, 代 
RAVER L PME LI よ つ て トナ 
ル 岩 を 生じ た 。 Rw Ctbnrikte 

作用 と 懲 斜 長石 化 作 用 で 花 賠 関 緑 岩 を 経 
て アダ メロ 岩 を 生じ た 。 その 後に 傾斜 し 
た 節理 の 生成 と か , POG Ele EAST 
われ た 。 (Archiwum Mineralogiczne, 
22, 335~348, 1958.) [植田 


8446, Ktodzko 変成 滞 地 域 の “Scin- 
awka (iB RES tC RSA 
Koztowska-Koch, M. 

Ktodzko 談 成 岩 地 域 の 南部 に ETS 
EXO(mH RA, ARE, 変 火 山 岩 類 
は 次 の 如く 5 回 の 運動 作用 と 6 MOKA 
作用 を 受け て いる 。 即ち (1) 最初 の 転移 
変成 作用 , (2) Na- 長石 化 作 用 , (3) 
K- 長石 化 作用 , (4) BAREOPRA 
化 作 用 , (5) 人 節理 の 生成 , (6) Az, 
HEA, EGO filling, (7) ミロ ナ 
ト 化 作用 , (8) 後 ミ ロナ イト 的 破砕 作用 ; 
(9) 新 節理 の 生成 , (10) 方 解 石 , 局部 
WimVEGO filling, (11) 最後 期生 成 の 
岩 脈 類 の 転移 。 結論 と し て 漢 い 広 域 変成 
地帯 に あつ た 種々 の 火成岩 類 及 び HERS 
類 示 交代 再生 作用 を 受け た 結果 “Scina- 
wka 片 麻 岩 類 が 生じ た 。 即ち 1) BERS 
一 玄武 岩 質 火 成 岩 物質 の 変成 作用 か ら 必 
DATARS 交代 花 局 岩 化 作 用 に よっ つ 
て 花押 因縁 岩 質 組 成 を 持つ た PER EB 
麻 岩 を 生じ た 。 2) TEM BRIS ay 
組成 の 淡色 細 粒 庁 麻 岩 は 酸性 火山 岩 か ら 
生成 され た 。 3) 花 賠 岩 組 成 の 変 夷 唱 眼 
球 片 麻 岩 は 凝灰岩 質 又は 頁岩 質物 質 の 長 
右 化 作用 と 再 結晶 作用 と に よ つ て 生成 さ 
_ れ な た 。(Archiwum Mineralogiczne, 22, 
| 392~400, 1958.) Chee) 


8447, Novo Urei fa Ringwood, 
ACY Bs 

Novo Urei f8#li 1888 年 に Jerofe- 
jeff & Latschinoff 2 kD C/E, GK 
物 学 的 研究 が 行なわ れ た が , ダイ アモ ン 
ド FE 滞 岩 を 含 消 で で る きき ⑥⑧ 潜 貞 き 枕 で 
ito CHIOV COR 3 Cb So 
Sydney の Australian Museum か ら 
得 ら れ た 1.58 の 試料 を 実験 に 用 で いて い 
Bo これ を -150 メッ シ に 砕き 約 1g を 
HCl, HNO; Hic H,SO, + HF Gm 
HAL, 陽 イ オン を 定量 し て いる 。 この 時 
の 残 査 は 約 0.02gr ORE EDA CH 
Do BP CLHOMEEC 2.0 より 高い 
屈折 率 の も の が み ら れ , これ を X- 線 粉 
WIRE A CRI ZL PAT EY FLA 
HCHO. 0.5gr を 磁力 分 離し た 。 強 
磁性 鉄 物 は kamacite で あり ; taenite 
は 存在 し て いな か つた 。 EMBMGK NS 
村 石 (Fa21) と Fe-Mg AMAR (a= 
1.676, Y=1.691, Y¥5tf§ 38°, Fs18) 
CHO 

Novo Urei [BAILY 4 TY FORE 
関係 か ら 約 35,000 気圧 下 で 生成 され た 
も の で ある 。 Na と Al が 存在 する に る も 
拘ら ず 斜 長石 は 存在 し て いな い が , これ 
ら の 組成 は 輝石 中 に jadeite 分 子 の 固 深 
体 と し て 含ま れ て いる の で あろ 3。 Wit 
BEF CRIBD OD HEA La i BE AS 
悪く , 金属 , 炭素 及び 硫化 物 の 小さ い 不 
透明 鉄 物 を 和信 ん で いる 。 こ れ か ら Novo 
Urei 随 石 は 変成 起源 の も の と 考え らち られ 
4. (Geochim. Cosmochim. Acta, 
20, 1~4, 1960) CSA) 
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金属 鉱床 学 


8448, Tasmania の Magnet 鉱山 


産 銀 ・ 鉛 ・ 亜 鉛 鉱石 中 の 対照 的 構造 
Edwards, A. B. 


15932 AGMA BSB 


附近 の 地質 は カン ブリ ア 紀 の 水 成 岩 
A PBEM UCN Se ROT 
ボン 紀 の 花 賠 岩 と それ に BAS RAE 
か ら 成 り , 更に 時 代 未 詳 の 際 長 岩 ・ 上 部 
PA RHEAOHM KR + 第 三 紀 の 玄武 
BRERA GS WH SZ. Ag-Pb-Zn SHE 
He FAY VUTRNZEUCROOC, カ 
ンプ リア 紀 ~ シ ルリ ア 紀 の 水 成 岩 RUE 
基 性 へ ES Plclk 多く の 鉱床 が あ 
Zo 久 床 と 花 賠 岩 と の 関係 は 未だ 明か で 
な い 。 Magnet 鉄 体 は 複 成 塩基 性 岩 脈 中 
の 分 岐 し た shear HORE Mic Pa LC 
BY, SAP IK (Fe 8.95 96) ・ 方 
Gk. zy Hy BEBRGK (FeCO, 54.84, 
MnCO, 29.32, MgCO, 12.10, CaCO, 
3.70, Total 99.9896) FELL, HE 
DMG + 黄 鉄 鉄 ・ ブ ー ラ ンジ ェ 鉱 ・ 
TEALERSK - 四面 安 鉛 鉱 ・ 黄 銅鉱 を 伴 つ て 
いる 。 鉱 化 作用 の 末期 に は 鉄 白 雲 石 が 多 
量 に 沈 小 し た 。 鉱石 に は 真 の 共生 と 偽 共 
生 の 二 っ の 著しく 対 居 的 な 構造 組織 が あ 
So MSOs MAVHRO BAG & WHA 
REHVAZRBRREMICLZLOC (F 
AAV VOR + HIG lL IR ICH 
RHEE LYN, この よう な BeRMES t 
る も の は 稀 で ある ) , PYARGAGK - HAG - 
VU AY BRC £ DS TAMERS REE - 
cockade 構造 と し て 現れ , 他 は その 中 問 
期 に お ける shearing と 部 分 的 再 結 晶 佐 
用 に よ つ て 生じ た 種々 の 構造 で ある 。 Tit 
化 鉄 物 及 び こ れ と 共生 する マン ガン 姜 鉄 
GAIL, PYTEGAGKAO Fe 量 か ら 地 質 温度 
を 測定 する Kullerud の 方 法 そ の 他 か ら 
は 400°C も し く は それ より や ゝ 高温 で 
洗 濾し た も の と な り , その 深 さ は 地質 的 
環境 か ら 約 1500m と 推定 され る 。 マ ン 


AAVUEROK 1096 を 占め て いる 。 (N. 


Jb. Miner., Abh. 94, Festband Ram- 
dohr, 298~318, 1960.) [山岡 〕 


8449, 固 相反 応 に お ける エネ ルギー 関 
係 に 就 い て , Muan, A., Harn, W.C., 
pe. 

著者 等 は 近年 Mn- 酸化 物 及び Fe- 酸 
化物 の O。 分 圧下 に お ける 平衡 の 問題 を 
研究 し て いる うち に , hausmannite と 
manganosite 間 の 反 座 で 興味 ある 現象 
eG LT. hausmannite と manga- 
nosite 間 の 平衡 関係 は 2Mn,0,= 
6 MnO+O。 の 式 で 表わさ れ , 温度 の 遡 
数 及び Og DEOPRE MERORNK & Y 
図示 する と , 両者 の 安定 領域 は 直線 に よ 
り 二 分 され る 。 と ころ が manganosite 
を starting material に 用 い , 温度 ・ 圧 
力 条 件 を manganosite の 安定 領域 に 保 
つた 際 に も , ある 場合 (1443°C, O。 分 . 
FE 10199 atm.) に は 最初 130 時 間 程 
ORG, 反応 は hausmannite AHF S 
方 向 に 進む と いう 不 合理 な 現象 が 、 ABR 
CAKRORERD SHED SNe か ゝ る 
温度 ・ 圧力 条件 の み で は 説明 出来 な い 反 
褒 を 説明 する た め に 自由 エネ ルギー の 問 
題 を と りあ ぁ あげ, 成分 と 自由 エネ ルギー に 
EA diagram +My CHMROSGReE I 
えて いる 。 即ち 両者 の 安定 領域 の 境界 附 
近 の 条件 で は , 所 調 温 度 ・ 圧 力 条件 の み 
で は 一 見 不 合理 と 思え る 反応 で も , 反応 
系 の 自由 エネ ルギー の 総和 が 減少 する 方 
向 へ 反応 が 進む と いう 考え 方 に よれ ば 、 
合理 的 に 説明 し 得る こと を 二 ・ 三 の 図 を 
用 いて 説明 し て いる 。 (Jour. Phys. 
Chem. 63, 1826~1830, 1959.) 

CLL Fa) 


3450, India, Kolar 金鉱 床 地域 の 含 
金鉱 須 の 構造 支配 Narayanaswami, S., 
Ziauddin H., Ramachandra, A.V. 

HIRO GIRS REVUES BAIRD 
至 信 金石 英 硫化 鉄 々 脈 で , WSR, ff 
SANZ 9,000 REAL TwHBo SKIKE 


ee RE 


i> 


BER + SHER + SRO SRS L, 片 状 角 
Ave & OBA EDC BIR RIG LL 鉱床 母 
ANIRA, FER, Div TVA, 
mRA, ASE) RZBRELERL 
て いる 。 産出 鉱物 は 自然 金 , 磁 硫 鉄鉱, 
硫 太 鉄 鉄 , 方 鉛 鉱 , RRM, 灰 重 石 及び 
磁 鉄 鉄 で ある 。 鉱 化 作 用 は 一 般 に 交叉 福 
に そつ た 破砕 幕 の 断 層 附 近 で 優勢 で あ 
り , MAIER LR ecto 
た Mysore North 断層 近く に 存在 し , 
SSSA CPL PERT BPA D BGR LS 
部 に 支配 され て いる 。 ERIRD ER RE 
IRM He RET ALDCH So 
(Econ. Geol., 55, 1429~1459, 1960) 
CO) 


石油 鉱床 学 

8451, ATS 盆地 西部 ミシン ツ ピー の 
炭酸 塩 周 の 洪 相 と 孔 隙 率 の 関係 
Thomas, G.E., Graister, R. P. 

AFF BMBRBO 2 つの ミシシッピ ー 
系 の 炭酸 塩 周 期 に お ける 岩 相 と 孔 隙 率 の 
関係 を 比較 し 論じ て いる 。1 Dik Saskat- 
chewan 南東 方 に 発達 し て いる Mission 
Canyon 層 中 の “Midale” (emi DAL 
織 と 貯 汐 岩 と し て の 性 質 を 調べ , 他 の 1 
つ は Alberta 南西 方 に 発達 する 多く の 
油 や ガス を 有する Turner Valley 層 中 
の “Elkton” 炭酸 塩 の 岩 相 と 性 質 に つ 
いて 調べ た 。 “'Midale” (rita als Fr fie 
OBRA?PMIPRO AKA TC 美しい 小片 
で 一 般 に 白雲 石化 され た 石灰 石 で FS 
A ON Lian matrix, cement 
の いろ いろ の 混 り 方 に よ つ て FLERE 
通 性 が 異 つ て お り , この 組成 の 変化 を 7 
つ に 分 類 し て 和 孔 隙 率 と 水平 の 般 水 性 を 算 
出し , microgranular な 白 圭 岩 或いは 


石灰 岩 が FLA b KM DAS <> 


3 chalky な も の や skeleted な 石灰 岩 は 


録 $533 


いずれ る も 減少 する 。 特に chalky の も の 
は 和 孔 隙 率 は よい も の で る も 透水 性 が skele- 
tal な る の より も わる いこ と る も 認め られ , 

“Midale” は この chalky porosity を 
示し て いる が , “Elkton” 炭酸 塩 は 粗い 
skeletal AIK CHEM} LEBRO 
さい skeletal 石灰岩 で ある の で 透水 性 
が よく 貯溜 岩 と な つて いる 。 この 様 な 孔 
際 率 や 透水 性 は いずれ る も 岩 相 に 支配 され 
て いる か ら 同 じ 様 な 炭酸 塩 層 で あぁ つて る も 
岩石 の grain, matrix, cement の 組成 
に つい て 充分 検討 すべ き で ある 。 (Bull, 
Amer. Assoc. Petrol. Geol., 44, 

569~588, 1960) [阿部 〕 


8452, New Mexico の ジ ユ ラ 紀 の 
Todilto 層 の 成因 , XMRURE(CO 
WE Anderson, R.Y., Kirkland, 
D. W. 

New Mexico の 北西 方 の 分 布 す る 非 
海 成 の 石灰 岩 , 石 管 の 薬理 構造 の 発達 
し た 上 部 ジュ ラ 紀 の Todilto 層 に つい て , 
これ ら の 地層 中 の 7~8 feet DBX C4 
布 し て いる 石灰 岩 に つい て 研究 し た 。 昨 
微 鏡 観 察 の 結果 3 つの 朋 瞭 に 差 の あぁ る 薬 
理 の 線 返 し が 認め らち られ, 淡 福 色 の 微 結 品 
質 石 灰 岩 僅か に 着色 し た 薄い 有機 物質 
LE RE Os 6 7 S 不 連 続 な 層 か ら 構 成 
され て &RIZ DV. T limestone-, 
organic-, clasticlaminae £L, 一 部 
砂岩 と 石灰 岩 の 移 り 変 り が 認め ちら れる 。 
ZAGKMOBBRICBY Us 石灰 岩 と 
石 温 の 移り 変り の に 外 に , BWROAEP 
石窟 の 頁岩 の 移り 変り が 認め ちら れる 。 A 
候 の 輸 加 と し て sunspot cycle と し て 
10~13 44, longer cycles + LT 60-, 
85-, 170-, 180 年 cycle が 水 貫 に 認め 
られ る 。 Todilto 層 の 約 130 feet に お 
よぶ 地層 の 石灰 岩 は 層 の 堆積 する 初め に 
あぁ あつ て 約 14,000 年 か > り ,。 つ ず いて 石 
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BeET SME LO 移り 変り の 堆積 に は 
約 3000 年 , 石窟 層 の 堆積 に は 約 3000 
4Eps OT Le MBAS, IN5O#K 
部 分 に つい て varved clastic-organic- 


evaporite cycle (c-o-e cycle) を 用 い 
て 2-fold cycle, 3-, 4- の 表現 法 を 用 
いこ の c-o-e cycle と 地 の 堆 積 輪廻 の 間 
の 関係 に つっ いて 比較 検討 し た 。 (Bull. 
Amer. Assoc. Petrol. Geol., 44, 37 
~52, 1960) [阿部 〕 


8453, 太 洋 盆 の 年 齢 と 原始 堆積 物 
Hamilton, Et 

AVRO MW ERED HR, 約 300m YOO 
第 1 層 (地震 波 速 度 1.7 km/sec 以下 ) 
及び その 下 約 200m 程度 の 第 2 層 (RE 
度 泥岩 の 場合 約 2km/sec, 石灰 岩 の 場 合 
約 5km/sec) が あつ て , 云 武 岩 の 基底 層 
(速度 6.5km/sec DLE) を 被覆 し て いる 
こと が 判明 し た 。 第 2 層 は 第 1 層 と 同質 
で その 荷重 で 固 結 し た も の と 考え られ る 。 
土質 力学 上 か ら HEERUBEO MSIE 
を し ら べ る と , 堆積 表面 で は 和 孔 際 率 72% 
2, 2000m PREC 13% ERAoTML T 
2000m の 堆積 物 を 生ずる に は 原始 堆積 物 
(ARIE) 5090m を 要する 。 然 る に globi- 
gerina 00ze (54 98 CaCO。) の 堆積 の 
場合 だ と 同じ で 2000m で 和 孔 隙 率 は 66 
96 か ら 47% に 減少 する に 過ぎ な い 。 芝 
は 堆積 物 が 300m 位 の 厚 さ で 固 結 し た 
第 は 孔 際 率 が 殆ど 変化 し な いこ と に ょ は 
Bo この 様 な 固 結 状 態 を 参考 に し て , 海 
洋 の 各地 点 で 測定 され た 震 探 結果 か ら , 
堆 積 物 の 現在 の 厚 さ と 原始 状態 の 厚 さ を 
比較 し て 示す と , (測定 点 の 位置 省略 ), 
東 太平 洋 で 1350m : 2090m, 西 大 西 洋 
で 1203m : 2780m, 印度 洋 で 2500m : 
6700m, 東大 西洋 で 1700m : 4120m, 
ノル ウェー 海 で 980m : 2180m 40 (i 
を 得 た 。 双 大 洋 底 に 於 る 堆積 物 の 堆積 速 


FREDO, 海流 や 太 陸 の 隆起 状態 
等 の 諸 条 件 に より BLT Sw Bias FS 
こと は 極め て 困難 で ある が , 仮に calca- 
reous ooze を Icm/1000 年 , yee 0.5 
~1-2cm/1000 4AORRMICHOREL 
て 上 記 海 洋 庶 の RUT RERE HRT S 
と 東 太 平 洋 で 536~1190 x 103, 西 大 西 
洋 で 278~556x106 年 , 印度 洋 で 335 
へ ~670 x106, 東大 西洋 で 412~ 824 x 1086 
年 と な り , | 大洋 底 は 古生代 な いじ 人 先 古 生 
代 に 形成 され た と いう 才 方 が 支持 され る 。 
(Jour. Sed. Petrol. 30. 370~379, 
1960) (+B) 


8454, 見 附 油田 に つい て fre 明 

本 油田 は , 2 ODMMRBE bO BTA 
人 造 を な し , KAAROITRES TC, 同 
時 に 多く の 断層 で 切断 され た 複雑 な 構造 
が 推定 され る 。 Beh WAVE, HER 
BOLD’, RABKAB (tA~SA 
SB) の も の と あり , 夫々 地区 の SKB, 4 
( 昭 33) が 現在 の 探 録 開発 の 契 起 と な つ 
Yeo HI Clk, SK 3,5,7 WHY, =H 
ら は モン モリ ロナ イト に よる swelling, & 
WOW, 岩 相 変化 な どの 開発 上 の 問題 点 
が 多い 。 使用 水 の 塩分 濃度 と 肖 透 率 , 産 
油 の 実際 に 於 ける か く 乱 作用 の 関連 性 に 
つき 若干 の 療 察 を 述べ た 。 後者 の も の は 
SK 4, 6, 8,9,10,7a GR を 経て SK 11 
(#8 35, 35) 8, ビー ン 5mm CAR 
116k] の 油 と , 16,529m? Oy x (1737.5 
m 以下 を 仕上 げ ) S18 ERM ZAR 
湯 鉄 床 更 上 最大 級 の 自噴 巨 井 と し て , F 
に SK 12 も 赤 , 同 油層 か ら 夫 々 97.32 
kl, 19.970m3 "の 巨 井 どじ て 成功 し 続 
いて SK13, 14 Se PHL Tw So THE 
(ARERR, 特に 火山 岩 の fracture に 
よる も の さと 推 定 さ れ , 今後 の 探 掘 に よ 
り , ・ 集 油 様 構 と 凝灰岩 地域 に 対す る 試 

価値 の 判定 が 期待 され る 。 (石油 学会 誌 , 
3, 996~1003, 1960) [加藤 〕 


も ある 岩塩 の over hang を 掘り 抜い て 13,000’ の 深 さ で 第 三 系 の 砂岩 か ら 出 油 し た 。 
SALA Fv F CLI BRO BHO IE & 8 3,000’ に 達し て いた 。 RKMEORBBEM TH 
MLBROWARDSo 1Y FRY T CEBERO AMEE CHE L, 殆ど の 第 三 
系 の 厚 さ は 8,000’ 以内 で , スマ トラ で は 5,000’ 以内 と な つて いる 。 こ の 火成岩 に 入る 
と 地下 温度 の 上 昇 が 大 きく , 石油 発見 の 見 込 も る なく, 掘 さく る も 財 難 に な る 。 然 し 世界 の 他 
De Cia KKB SBE OGD. BERD So 例え ば メキ シコ で は 主要 な 火 成 
活動 は 中 新 世 に 行わ れ て , 白 杏 系 の 含 油層 を 貫い て いる 。 叉 キュ ー バ で は 蛇 紋 岩 中 に 多量 
の 油 が ある 。 H. Wassall に よれ ば , 超 塩 基 性 岩 が 白 可 系 石灰 岩の上 に 衝 上 し た 後 風 化 
し て 蛇 紋 岩 化し , その 後 上 昇 , 断層 , 石油 の 移動 が 行わ れ た も の ' と し て い る 。 ASI 
層 の 基盤 と いう も の に は 未 解 決 の 問題 が 有り , 単に 之 に 重なる 堆積 物 の 厚 さ だ け か ら 深 
度 を 決定 で き な い 。 以上 は H. T. Brundage の Where is the basement ? (World 
Oil) の 概要 で ある が , 本 邦 油 田 で も 考え させ られ る 幾多 の 類似 問題 が あぁ る 。 新潟 の 阿賀 川 
日 で は 3,000 米 で 基 般 に 人 千 遠 い が , その 深度 は 如何 で あろ うか 。 見附 で は dacite の 中 に 
大 油層 が 出来 て いる 。 八橋 で は 西 黒沢 層 に 達し た と いう が , この 中 に は 果して 出 油層 は な 
いか ( 孔 際 に と ん だ 凝灰岩 は な いか )。 又 北海 道 で は 百 醒 系 の 中 に 出 油 し て お り , eR 
中 の 池 徴 も 報告 され た 。 今後 研究 すべ き 問 題 が 谷山 積 し て いる の を 感ずる (World Oil, 
151, No.5, 170~188, 1960), [牛島 〕 
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